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Message 『現代の日本史』執筆代表者からのメッセージ

B5判・234頁　予価672円

鳥海靖 
（とりうみ　やすし）

東京大学名誉教授

21世紀を迎えて，交通・通信手段のめざましい発達にともない，グローバリゼーションの動きはますます活発に進行し，世界は小さくなりつつあります。また，東日本大震災と，その中
でおこった原子力発電所の原子炉破壊による放射能漏れ事故は，自然災害の激烈さと，科学技術
の進歩への安易な信仰に対して，強い反省を迫る出来事でした。 今後，日本と世界がどのような
激動にさらされ，どのような方向に向うか予断を許しません。その方向性について理解するために
は，何よりもまず，国際社会の変動の中で，過去の日本がどのような歩みを続けてきたのか，とり
わけ，明治維新以来，百数十年の日本の足跡について，しっかりと見詰める努力が不可欠でしょう。
　この『現代の日本史』の教科書では，冒頭に「私たちの時代と歴史」という項目を設けて，われわ
れの生きる時代が，近代以前といかなる点で変化したのか，またそれを実現する努力がどのように
進められてきたのかについて大観しています。そして，以下，時代を追って，「第１章　開国と維新」
から「第８章　現代の世界と日本」まで，時代ごと，テーマごとに記述しました。本文の末尾には，
東日本大震災による大きな被害と今後の課題についても記しています。
　そのほか，コラムではそれぞれの時代の重要で興味あるテーマを選んで，様々なエピソードを含
めて，より詳細に解説しました。また，「近代の追究」「現代からの探究」では，生徒自身が教師の
指導を受けながら，自分たちで史料を調査し，それを分析して，報告・討論するなどの学習活動が
できるように構成を考え，研究課題を設定してあります。

［著作者］
鳥海　靖
三谷　博
渡邉昭夫
塩出浩之
中村尚史

現代の日本史 日A314

改訂版
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ビ
ジ
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ア
ル
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科
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は
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き
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掲
載
し
、
見
や
す
く
し
ま
し
た
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ま
た
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写
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よ
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暮
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掲
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活
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の
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化
を
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ジ
ュ
ア
ル
に
示
し
ま
し
た
。

導入に写真と問い
かけを入れました。

改訂のポイント

導入の写真と問いかけ
改訂版では，課題を持って学習に取り組めるよう，各見出しの導
入として生徒の関心を高める写真と問いかけを新たに設けました。

１頁大の１８のコラム
各時期を印象深く理解できるようなテーマを選んで，生徒の
興味・関心をひくエピソードを織り交ぜて詳しく解説しました。

時代の特色・流れがわかる 
丁寧な叙述
近代・現代を全 8 章にわけ，時代の特色や推移を国際環境と
のかかわりの中で理解できるよう，時期別に構成しました。

1

2

3

4 主体的な学習にも対応
生徒の視点で疑問を見出し，歴史への関心を高め，歴史を
学ぶ意義について気付かせ，現代を問い直す学習活動がで
きる主題学習を例示しています。
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近代・現代を全 8 章にわけ，
時代の特色や推移を国際環
境とのかかわりの中で理解
できるよう叙述しました。

年
間
指
導
計
画
例 

合計時数
詳しいシラバス案は

ホームページをご覧下さい。



ii 口絵　近代・現代の街なみと暮らし　

東海道五十三次の江戸・日
に

本
ほん

橋
ばし

から9つ目の宿
しゅく

場
ば

，小
お

田
だ

原
わら

の様子。街
かい

道
どう

沿いに2階建ての家が建ち並び，和
装の人びとが行きかっている。天

てん

秤
びん

棒
ぼう

をかついでいる
のは物売りの人である。（横浜開港資料館蔵）

食事の支
し

度
たく

の様子。現在では珍
めずら

しくなった道具（かまど・
釜
かま

・すり鉢
ばち

など）が並んでいる。左の2人はかまどに火
をおこし，釜を使ってご飯を炊

た

いているのだろうか。右
の2人はおかずの準備。4人とも和服で食事の準備をし

ている。（横浜開港資料館蔵）

たんすや床
とこ

の間
ま

，鏡がある部屋の様子から相当裕福な家の女
性だろう。裕福な女性は定期的に髪を専門の髪結いに結って
もらっていた。（横浜開港資料館蔵）

　街なみのにぎわいは，現代とあまりかわらな
いようにみえるが，建物，人びとの服装，道路
を通行している乗りものの様子など，日常風景
が現代と大きく異なっている。また，空の部分
に注目してみると，現代では当たり前の電線な
どはなく，空が高くみえる。女性たちは和服姿
が普通で，日常の家事なども和服でこなしてい
た。いつの時代もおしゃれには余

よ

念
ねん

がない。裕
福な家の女性は髪

かみ

結
ゆ

いをおこない，着飾る余裕
があった。しかし，それはあくまでも一部の人
びとで，世の中のすべての女性がおしゃれを楽
しめたわけではない。

近代・現代の街なみと暮らし

口絵　近代・現代の街なみと暮らし
柱を他に合わせて
入れてください。

幕
末

iii　

　明治時代に入ると，文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

の影響を街中で
みることができる。銀

ぎん

座
ざ

の街角は洋風の鍊
れん

瓦
が

造
づく

りの建物が増
ふ

えている。また，現代のタクシー
に当たる人

じん

力
りき

車
しゃ

や馬
ば

車
しゃ

，乗
のり

合
あい

馬車がみられ，交
通手段が発達している様子がうかがえる。交差
点にガス灯も設けられているが，まだ電線が張
りめぐらされている様子はない。道幅は広くと
られているが，まだ交通量は少ないようである。
男女とも，和服姿ばかりでなく，洋服姿もあら
われるようになった。

洋装が増
ふ

え，それにあわせた最新の髪形を紹介する図。（﹃束
そく

髪
はつ

図
ず

解
かい

﹄
部分，一関市博物館蔵）

文明開化の銀座の様子（復元模
型）。人力車や乗合馬車が走って
おり，にぎやかな風景である。街
中を歩く人びとには，洋服姿もみ
られる。また，建物も洋風
建築が多くあり，ガス
灯も実用化されて
いる。（東京都
江戸東京博物
館蔵） 明
治呉

ご

服
ふく

屋
や

の様
子。店は畳

たたみ

敷
じ

きで客は店
員から反

たん

物
もの

の説
明をきいている。
店員の手もとには，
勘
かん

定
じょう

を計算するためのそ
ろばんが用意されている。女性の
服装・髪形が和風なのに対して，
男性は﹁ざんぎり頭﹂であるのが対
照的である。（横浜開港資料館蔵）

76

生活と 文化を
重 視

豊富で大きな地図・写真・図版
口絵・本文などに約500点以上の地図・写真・
図版を掲載しました。口絵には「近代・現代
の街なみと暮らし」をテーマに，「幕末」「明
治」「大正・昭和初期」「戦中・戦後」「現代」
にまとめ，当時の生活を追認できるように
してあります。



4 巻頭資料　開国までの歴史

巻
頭
資
料 

開
国
ま
で
の
歴
史

日本列島で人びとが生活の
いとなみを開始したのは，

今から約₃万₆₀₀₀年前のこととされ，地質時代
では更

こう

新
しん

世
せい

に当たる。このころ日本列島は，ま
だユーラシア大陸と陸続きであり，大陸から渡

と

来
らい

してきた人びとは打
だ

製
せい

石器を用いながら，狩
しゅ

猟
りょう

・採
さい

取
しゅ

の生活をしていた。
　₁万年余り前のころ，地質時代でいう完

かん

新
しん

世
せい

を迎えると，地球は温暖になり，海面が上昇し
たため，日本列島は大陸から切り離されて現在
に近い列島ができ上がった。この前後から人び
とは煮

に

炊
た

きや貯
ちょ

蔵
ぞう

のための土器をつくり，それ
を用いるようになった。この時代を土器の文

もん

様
よう

から縄
じょう

文
もん

時代と呼んでいる。
　一方，中国では紀元前6000年前ころには黄

こう

河
が

や長
ちょう

江
こう

流域で農
のう

耕
こう

が始まり，その後，青
せい

銅
どう

器
き

・
鉄
てっ

器
き

の使用が進む中，紀元前₃世紀には，秦
しん

・
漢
かん

といった強力な統一国家が成立した。日本も
中国の影響を受け，渡

と

来
らい

人
じん

によって水
すい

稲
とう

耕
こう

作
さく

や
青銅器・鉄器がまず九州北部にもたらされ，そ
の後，九州・四国・本

ほん

州
しゅう

に広がりをみせた。
　水稲耕作が日本に伝わったとされる紀元前₅
世紀ころから後₃世紀ころまでを弥

や

生
よい

時代と呼
んでいる。それは，当時の人びとが使用してい
た土器が発見された地名にちなんでつけられた。

日本の始まり

開国までの歴史

このころは，中国で日本の存在が認識されるよ
うになった時代でもある。中国の歴史書によると，
当時の日本は「倭

わ

」と呼ばれていた。また，「倭
わ

人
じん

」の社会は紀元前₁世紀ころに百余国にわか
れていたが，後 ₃世紀になると，女王卑

ひ

弥
み

呼
こ

の
邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

を中心に約30国の小
しょう

国
こく

の連合が成立し
たとされる。

₃世紀後半から₄世
紀にかけて奈

な

良
ら

（大
やま と

和
地方）を中心とする近

きん

畿
き

地方に，政治的勢力が
形成され，その下に各地の勢力が連合したヤマ
ト政権が成立する。₅世紀以降，ヤマト政権の
王はたびたび中国の皇

こう

帝
てい

に朝
ちょう

貢
こう

し，その権
けん

威
い

を
利用して九州から東北地方南部までを勢力下に
おいて，大

おお

王
きみ

と呼ばれるようになった。₃世紀
後半から₇世紀前半までは，近畿地方を中心に，

古墳時代・飛鳥時代

西暦 B.C. A.D. 100 200 300 400 500
時代 旧石器・縄文 弥生 古墳
文化 ［古墳］

主
要
事
項

前
１
世
紀
こ
ろ
、
倭
、
小
国
分
立

57 

倭
の
奴
国
王
、
後
漢
に
入
貢

39 

卑
弥
呼
、
魏
に
遣
使 

　 

前
方
後
円
墳
出
現

　 

こ
の
こ
ろ
ヤ
マ
ト
政
権
、
統
一
進
む

　 

技
術
者
集
団
の
渡
来（
渡
来
人
）

　 

巨
大
古
墳
の
築
造

78 

倭
王
武
、
宋
に
遣
使
・
上
表

38
？ 

仏
教
公
伝（
戊
午
説
）（
一
説
５
５
２
壬
申
説
）

金
きん

印
いん

　倭の奴
な

国
こく

の王が中国（後
ご

漢
かん

）の皇帝から授
さず

かったもの
と考えられる。（福岡市博物館蔵）

10

15

20

25

5

10

15

5巻頭資料　開国までの歴史

前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

をはじめとした大
だい

規
き

模
ぼ

な古
こ

墳
ふん

が数多
く造営されたことから，古墳時代と呼ばれてい
る。この時代は中国や朝鮮半島からやってきた
多くの渡来人によって，新しい技術や漢字・仏
教・儒

じゅ

教
きょう

などが伝わり，日本の文化の形成に大
きな影響をおよぼした。
　₆世紀末の推

すい

古
こ

天皇のころ，廏
うまや

戸
と

王
おう

（聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

）は，蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

らと協力し，天皇を中心とし
た国家形成につとめた。廏戸王は仏教を重んじ
たため，この時代に本格的な仏教文化が形成さ
れた。また，589年に中国を統一した隋

ずい

に，小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

を遣
けん

隋
ずい

使
し

として派
は

遣
けん

し，それまでとは異
なり，従属しない関係を築こうとした。
　隋が滅

めつ

亡
ぼう

したあと，中国を統一した唐
とう

は律
りつ

令
りょう

国家を建設したが，日本もその影響を受けるこ
とになった。中

なかの

大
おお

兄
えの

皇
み

子
こ

や中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

らが進めた
大
たい

化
かの

改
かい

新
しん

は，日本に律令政治が始まるきっかけ

となった。その後，701（大
たい

宝
ほう

元）年に大宝律令
が完成し，唐を模

も

倣
ほう

する形で日本にも天皇を中
心とする律令制度による国家がつくられた。
　また対外関係では，630年には初めて遣

けん

唐
とう

使
し

を派遣したが，663年の白
はく

村
そん

江
こう

の戦いで唐・
新
しら ぎ

羅連合軍に大敗し，日本の朝鮮半島での影響
力は後退した。しかし，その後も遣唐使の派遣
は続けられ，多くの文化や諸制度がもたらされ
た。

710（和
わ

銅
どう

₃）年，都
みやこ

は藤
ふじ

原
わら

京
きょう

から奈良の
平
へい

城
じょう

京
きょう

に移された。こののち，山
やま

背
しろ

国の長
なが

岡
おか

京
きょう

を経
へ

て平
へい

安
あん

京
きょう

に遷
せん

都
と

されるまでの時代を奈良時
代と呼んでいる。律令制国家は公

こう

地
ち

公
こう

民
みん

制
せい

の原
則のもと，戸

こ

籍
せき

をつくって人びとを把
は

握
あく

し，班
はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅ

法
ほう

を実施した。しかし，農民の税負担は
重く，土地を捨てて逃

とう

亡
ぼう

する者もあった。この
時代には，聖

しょう

武
む

天皇による東
とう

大
だい

寺
じ

の大
だい

仏
ぶつ

建
こん

立
りゅう

や，

奈良時代・平安時代

600 700
飛鳥 奈良

［飛鳥］ ［白鳳］ ［天平］

93 

厩
戸
王
、
政
治
に
参
加
す
る

03 

冠
位
十
二
階
を
制
定

04 

憲
法
十
七
条
を
制
定

07 

小
野
妹
子
を
隋
に
派
遣（
遣
隋
使
） 

30 

第
１
回
遣
唐
使

45 

大
化
改
新（
蘇
我
入
鹿
を
暗
殺
） 

46 

改
新
の
詔

63 

白
村
江
の
戦
い（
倭
軍
、
唐
・
新
羅
軍
に
敗
北
）

70 

庚
午
年
籍
を
つ
く
る

72 

壬
申
の
乱 

84 

八
色
の
姓
を
制
定 

94 

藤
原
京
に
遷
都

01 

大
宝
律
令
の
完
成

10 

平
城
京
に
遷
都

23 

三
世
一
身
法
を
施
行

29 

長
屋
王
の
変

40 

藤
原
広
嗣
の
乱

41 

国
分
寺
建
立
の
詔

43 

墾
田
永
年
私
財
法
。
大
仏
造
立
の
詔

64 

恵
美
押
勝（
藤
原
仲
麻
呂
）の
乱

65 

道
鏡
、
太
政
大
臣
禅
師（
翌
年
、
法
王
）と
な
る

大
だい

仙
せん

陵
りょう

古墳（仁
にん

徳
とく

天皇陵古墳）　最大の規模をもつ前方後円墳。

鑑
がん

真
じん

像
（唐
とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

蔵，天平文化）

正
しょう

倉
そう

院
いん

の宝
ほう

物
もつ

などにみ
られるように，国際色
豊かな仏教文化・貴

き

族
ぞく

文化が栄えた。これを
天
てん

平
ぴょう

文化という。

5

10

15

5

10

15

20

98

歴史の 
流れを確認する
巻頭資料

近代までの歴史の流れを確認
できるよう，原始・古代から
開国までを巻頭資料として 
７頁にまとめています。
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明治初年以来，政府は「富
ふ

国
こく

強
きょう

兵
へい

」を合
あい

言
こと

葉
ば

に

殖産興業政策を進めて近代産業の育成をはか

り，国力の充実をめざしてきた。しかし，近代化政策や西
せい

南
なん

戦争の戦
せん

費
ぴ

にあてる財源に苦しみ，政府は1870年代に，正
せい

貨
か

❶と引き換えるこ

とができない不
ふ

換
かん

紙
し

幣
へい

をしきりに発行した❷。その結果，不換紙幣の

価値が下がってインフレーションがおこり，政府の財政は悪化した。

国内産業の活性化によって輸入が増える一方で，物価の高
こう

騰
とう

によって

輸出は伸び悩み，貿易赤字が続いた。

　そこで政府は，大
おお

蔵
くら

𡰀
きょう

（のちの大蔵大臣❸）の松
まつ

方
かた

正
まさ

義
よし

を中心に，財

政の立直しに着
ちゃく

手
しゅ

した。まず増税によって歳
さい

入
にゅう

の増加をはかり，財政

を緊
きん

縮
しゅく

して歳
さい

出
しゅつ

を切り詰め，不換紙幣を整理してインフレを抑
よく

制
せい

する

一方，正貨として銀を蓄
たくわ

えて準備した。そして，1882（明治15）年，国

産業化の基盤整備
（→p.35）

1877（→p.42）

❶正貨とは紙幣と違って，貨幣自
体に価値がある金貨または銀貨を
いう。

❷不換紙幣は政府が発行したほ
か，1872（明治 ₅）年に制定された
国立銀行条例により，1870年代に
民間では多くの国立銀行が設立さ
れ，それぞれ不換紙幣である国立
銀行券を発行した。

❸大蔵大臣は現在の財務大臣に
当たる。

産業化の推進と国民生活の変化
　資本主義による産業の世界的な変化を背景に，日本は政府の手により殖

しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

政策を推進し，１８８０年代後半から紡
ぼう

績
せき

業
ぎょう

・製
せい

糸
し

業
ぎょう

などを中心に，民間の近代産業

が急速に発展をとげた。１９世紀末から２０世紀初めにかけて日本でも産業革命が達

成され，資本主義が成立したと考えられる。

　このような急速な産業化は，交通・通信手段の発展とあいまって，日本の社会・

文化や人びとの生活に大きな変化をもたらした。

第　　章3

1 産業革命の進展
明
めい

治
じ

維
い

新
しん

後の日本は，近代産業が導入
されて，産業革命への道を歩み始めた。
何が産業革命をもたらしたのか，政府
と民間企業それぞれの役割に注目して
考えてみよう。

大
おお

阪
さか

紡
ぼう

績
せき

会
がい

社
しゃ

　華
か

族
ぞく

や商人たちの出資によっ
て1882（明治15）年に設立された大阪紡績会社
は，イギリスから蒸

じょう

気
き

機
き

関
かん

で動く紡績機を導入
して，綿

めん

糸
し

を生産した。電灯を備えた大規模な
工場で，昼

ちゅう

夜
や

二
に

交
こう

代
たい

制
せい

の操
そう

業
ぎょう

をおこない，大
きな利益を上げた。工場のおもな働き手は女
性（女

じょ

工
こう

）であった。（東洋紡蔵）

5

10

15

20

25

731　産業革命の進展

の中央銀行として日本銀行を設立し，ここだけに紙幣を発行する権限

を認めて，1885（明治18）年から正貨と引き換えることのできる兌
だ

換
かん

紙

幣を発行し，銀本位制❶を確立させた❷。

　政府はまた，近代技術を導入する上で大きな役割を果たしながら経

営的には必ずしも採
さい

算
さん

がとれない各種の官
かん

営
えい

事業を，軍事産業を除い

て民間に払い下げ，民間産業の育成をはかった。こうした財政政策

（松方財政）でインフレは収
しゅう

拾
しゅう

され，不景気となったが（松方デフレ），

貨
か

幣
へい

・金
きん

融
ゆう

制度が整備されて近代産業発展の基礎が築かれた。

（→p.36）
❶通貨の価値を一定量の正貨，つ
まり銀に引き換え可能とすること
で保証する仕組み。

❷この結果，全国に150余りあっ
た国立銀行は，紙幣の発行ができ
ない民間の普

ふ

通
つう

銀行になった。

（→p.46）

松方正義　通算15年余り大蔵卿・
大蔵大臣をつとめ，2度首相となっ
た。殖産興業政策を進めて，近代
日本の財政・金融の基礎を築いた。
（国立国会図書館提供）

不換紙幣　左は民
みん

部
ぶ

省
しょう

札
さつ

，右は太
だ

政
じょう

官
かん

札で，いずれも政府が発行し
た不換紙幣である。（日本銀行貨幣
博物館蔵）

第一国立銀行　1873（明治 ６）年，日本橋兜
かぶと

町
ちょう

に建てられた5階建ての西洋館で，東京の名物の一つで
あった。（神奈川県立歴史博物館蔵）

紙幣整理の動向（﹃近代日本経済史要覧﹄より）　政府紙幣と国立銀行券をあわせ
た紙幣の流通量は，1881（明治14）年末の1億5300万円から1884（明治17）年末には
1億3227万円へと減少した。そして1円に対する紙幣価値は1.1円以下となった。

0
1877年 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 94 98

0.5

1.0

1.5

2.0
億円 円政府紙幣

現在高

東京卸売物価

国立銀行券現在高

日本銀行券現在高

銀貨1円に対する
紙幣の年平均相場

（右）

東京卸売物価
（1868年＝100）

銀貨1円に対する
紙幣の年平均相場

（左目盛） （左）

（左）

（右） 1.0

1.5

2.0

2.5

100

150

200

250日
本
銀
行
設
立

5

1110

導入の 
写真と問いかけ
改訂版では，課題を持って学
習に取り組めるよう，各見出
しの導入として生徒の関心を
高める写真と問いかけを新た

に設けました。
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1880年代半ばころから，民間の近代産業がし

だいに発達してきた。その中心は，生
き

糸
いと

を生

産する製
せい

糸
し

業
ぎょう

と綿
めん

糸
し

を生産する紡
ぼう

績
せき

業
ぎょう

であった。

　製糸業では，江戸時代以来の伝統的な手動式の座
ざ

繰
ぐり

製糸に加えて，

輸入機械を簡素化して改良した器
き

械
かい

製糸による小規模な工場が各地に

数多く建設された。これらの工場は水
すい

車
しゃ

や蒸
じょう

気
き

機
き

関
かん

を用い，国産の繭
まゆ

を原料として生産を拡大し，しだいに大規模な工場もあらわれた。日

本産の生糸はイタリア産や清
シン

国産の生糸との国際競争を勝ち抜いて，

アメリカやヨーロッパ諸国に輸出された。

　紡績業では，1882（明治15）年，実業家の渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

らの尽
じん

力
りょく

で大
おお

阪
さか

紡
ぼう

績
せき

会
がい

社
しゃ

が設立されたのをはじめ，1880年代末から90年代初めにかけて，

民間で大規模な紡績会社がつ

ぎつぎと設立され，大量の綿

糸を生産した。その結果，機

械紡績が在
ざい

来
らい

の手
て

紡
つむぎ

やガラ紡
ぼう

による生産を大きく上まわる

ようになった。1891（明治24）

年から10年間で綿糸の生産高

は約4.5倍に増え，国内の需
じゅ

要
よう

を満たしただけでなく，日

清戦争後は，政府の輸出奨
しょう

励
れい

策
さく

のもとでイギリス産やイン

製糸業・紡績業の
発展

1840～1931　

（→p.72）

紡績業の発展

日本銀行　1882（明治15）年に設立された。国で唯
ゆい

一
いつ

紙幣（日銀券）を発行する権限をも
ち，国の金融政策の中心となった。写真は189６（明治29）年建設の日本銀行本店本館（辰

たつ

野
の

金
きん

吾
ご

設計）で，国の重要文化財。（日本銀行提供）

最初の日本銀行兌
だ

換
かん

銀券（百円札，見本）　同時に
発行された一円札は，現在でも通用する最古の紙幣
である。（日本銀行貨幣博物館蔵）

渋沢栄一（渋沢史料館蔵）

大阪紡績会社の外観（東洋紡蔵）

綿糸紡績業

手　　紡 手織機（高機・地機）
て おりばた たかばた じ ばた

ガラ紡（手動・水力）

1873 1873年のウィーン万国
博覧会が契機臥雲辰致が発明

1890
綿糸生産量が輸入量上回る

1897
綿糸輸出量が輸入量上回る

1907
綿布輸出量が輸入量上回る

1882  大阪紡績会社設立

飛び杼の導入
と　　　ひ

機械紡績（ミュール紡績
機・リング紡績機 1897  豊田佐吉が国産

　　  動力織機を発明

動力織機

綿織物業
めんおりもの
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綿糸の生産と輸出入高の変
へん

遷
せん

（飯島幡司﹃日本紡績史﹄より）　日清戦争後，まもな
く綿糸の輸出は輸入を上まわり，生産量も大幅に伸びている。単位の梱

こり

は綿糸の
包みで，1梱400ポンド（約181kg）である。

ガラ紡（復元）　臥
が

雲
うん

辰
とき

致
むね

が発明し
た簡単な紡績機械で，1877（明治10）
年の第1回内

ない

国
こく

勧
かん

業
ぎょう

博
はく

覧
らん

会
かい

に出品
された。これまでの10倍以上の効率
で綿糸の生産に当たったが，機械
制大紡績工場の増加とともに衰退
していった。（産業技術記念館蔵）

ド産の綿糸と競争して，朝鮮や清国にさかんに輸出されるようになっ

た。そして1897（明治30）年には，輸出額が輸入額をしのぐにいたった。

　このように，欧
おう

米
べい

先進諸国からほぼ50～100年遅れて，日本では

1900（明治33）年ころまでに，製糸業・紡績業などの軽工業，とりわけ

繊
せん

維
い

産業の部門で産業革命が達成された❶。1872（明治 ₅）年には職業

についている人びとの80％以上が農林業などの第一次産業に従
じゅう

事
じ

して

いたが，産業革命の進展で1900（明治33）年にはその比率が70％以下に

減少した。

貿易の面では，1885（明治18）年から1899（明

治32）年のあいだに，輸出入の総額が約6600

❶動力に機械を用いる機械制の
工場生産様式が取り入れられて
生産力が飛

ひ

躍
やく

的
てき

に増大し，経済・
社会に大きな変動をおよぼす現象
を産業革命と呼ぶ。18世紀後半に
イギリスで始まり，19世紀半ばこ
ろまでに，フランス・アメリカ・
ドイツなどでも達成された。貿易の振興

品目別の輸出入の割合（﹃日本貿易精覧﹄より）　1885（明治18）年から14年間
で，輸出入の品目がどうかわったか，注目しよう。

万円から約 ₄ 億3000万円と6.5倍に急増し

た。輸出品の第 ₁位はアメリカを最大の市

場とする生糸で，総輸出額の30～40％を占
し

め，外
がい

貨
か

の獲
かく

得
とく

に貢
こう

献
けん

した。日清戦争ころ

までは，輸入品の第 ₁位であった綿糸が，

1897（明治30）年には生糸につぐ重要輸出品

となり，インドやアメリカから輸入した原

料の綿
めん

花
か

が輸入品の第 ₁位を占めるように

なった。このような貿易構造の変化にも，

日本が加工貿易を通じて近代工業国へ向け

て一歩を踏み出した様子がうかがえる。
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20

0
1886年 88 90 92 94 96 98 1900 02

万梱

生産

輸出

輸入

日
清
戦
争

その他
29.8％

その他
38.2％

綿糸
17.7％

その他
42.3％

生糸
29.1％

その他
41.7％

綿花
28.2％

銅
5.0％

石炭 7.2％

砂糖

機械類

砂糖

鉄類

石油水産物 6.9％ 毛織物 9.1％

茶 17.9％ 綿織物 9.8％

石炭

生糸
35.1％

綿糸

綿糸

鉄類綿織物
毛織物

絹織物

2,936
万円

3.6％
5.3％

15.9％

5.7％

4.2％
4.1％

2.3％

8.1％ 13.3％

7.9％

6.2％
5.4％

輸入品
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万円
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22,040
万円
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豊富な 
史・資料と 
大きな図版

地図・写真は大きくレイアウ
トし，学習の理解が深まるよ
うに工夫しました。

イメージがわくよう
人物の写真を多く入れました。



76 第3章　産業化の推進と国民生活の変化

日本政府は日清戦争後の1897（明治30）年に，

欧
おう

米
べい

諸国との貿易を重視して，清
シン

国からの賠
ばい

償
しょう

金
きん

をもとに，正
せい

貨
か

を金とする金
きん

本
ほん

位
い

制
せい

を採用した❶。そして日清戦

争後には，日本銀行や横
よこ

浜
はま

正
しょう

金
きん

銀行などを中心とする資金供給❷に支

えられて民間産業が発展していった。

　日清戦争後，軍備拡
かく

張
ちょう

や鉄道敷
ふ

設
せつ

のために鉄の需
じゅ

要
よう

が増加したが，

国内の生産体制はととのわず，鉄の大部分は海外からの輸入に頼って

いた。そこで政府は，巨額な経費を投入して北
きた

九
きゅう

州
しゅう

に官
かん

営
えい

八
や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
じょ

を設立し，1901（明治34）年，ドイツの技術を取り入れて建設した東洋

一の溶
よう

鉱
こう

炉
ろ

に火が入れられた。国内での鉄の生産体制は日露戦争後に

軌
き

道
どう

に乗ったが，激増する国内需要を十
じゅう

分
ぶん

に満たすことはできなかっ

た。

　また，造
ぞう

船
せん

業
ぎょう

は三
みつ

菱
びし

長
なが

崎
さき

造船所などを中心に発展し，日露戦争後に

は ₁万トン級の大型鉄
てっ

鋼
こう

船
せん

が国内で建造できるようになった。

鉄道業では，1889（明治22）年に官営の東
とう

海
かい

道
どう

線
せん

（東京〈新
しん

橋
ばし

〉・神
こう

戸
べ

間）が全通した。1890年

代以降は民間の日本鉄道会社により上
うえ

野
の

・青
あお

森
もり

間が開通したのをはじ

め，民
みん

営
えい

鉄道が全国各地で路線を拡張し，1901（明治34）年までに関
かん

門
もん

海
かい

峡
きょう

を挟んで青森・下
しもの

関
せき

間，門
も

司
じ

・長崎間が鉄道によって連絡された。

しかし，政府は日露戦争後，経営の統一と軍事輸送の便
べん

をはかるため，

重工業の発達

（→p.58グラフ）
❶欧米先進諸国は，このころほと
んど金本位制を採用していたが，
日本は清国とともに銀本位制であ
った。そのため欧米とのあいだで
は金・銀の交

こう

換
かん

比
ひ

率
りつ

が不安定で，
貿易のうえでも不

ふ

便
べん

なことが多か
った。

❷政府は戦後経営の一
いっ

環
かん

として，
日本勧

かん

業
ぎょう

銀行，日本興
こう

業
ぎょう

銀行，農
のう

工
こう

銀行なども設立した。

鉄道と海運
（→p.92）

田
た

中
なか

熊
くま

吉
きち

（1873〜1972）　ドイツに留
りゅう

学
がく

して製鉄技術を学び，帰国後，
八幡製鉄所で技術指導に当たり，
﹁溶鉱炉の神様﹂といわれた。（新日
鐵住金株式会社・八幡製鐵所蔵）

2 資本主義の確立とその特色
産業革命の進展とともに，交通機関や重工業が発展し，商品経済が浸

しん

透
とう

した。その結果，
日本の経済と社会はどうかわったか，産業化の担

にな

い手に注目しながら考えてみよう。

官営八幡製鉄所　鉄鉱
石は清国の大

ターイエ

冶鉄山か
ら輸入し，石炭は国産
品を用いて，日露戦争
後には本格的な生産体
制に入った。写真は創
業当時のもの。（新日鐵
住金株式会社・八幡製
鐵所蔵）
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772　資本主義の確立とその特色

1906（明治39）年に鉄道国
こく

有
ゆう

法
ほう

を公
こう

布
ふ

し，全国の幹線を国有化した。そ

の結果，全国の鉄道全長の約90%が，国有鉄道（国
こく

鉄
てつ

）となった。

　海運業では，政府の積極的な奨
しょう

励
れい

策
さく

のもとで，日本郵
ゆう

船
せん

会社などを

中心に，日清戦争後は欧
おう

州
しゅう

航路・北
ほく

米
べい

航路など，海外への定期航路が

鉄道の発達　1881（明治14）年に，日
本鉄道会社が創立された。1891（明
治24）年に上野・青森間が全通され，
この年には民営の営業キロ数が官
営を上まわったが，日露戦争後の鉄
道国有化で，大部分は国鉄となった。

天
てん

洋
よう

丸
まる

　東洋汽
き

船
せん

会社が，1908（明治41）年に国内で建造した総トン数1万3454トンの大型客
きゃく

船
せん

で，ター
ビンを主機関とし，北米航路に就

しゅう

航
こう

した。1万トン級以上の大型鉄鋼船が国内の造船所で建造されたの
は，これが最初であった。（日本郵船歴史博物館蔵）

長崎造船所立
たて

神
がみ

第１ドック　官営
長崎造船所の立神第1ドックは，
1879（明治12）年に，フランス人技術
者の指導のもとに建設された。のち，
払下げを受けて三菱の経営となり，
さらに巨大な造船所に発展していっ
た。（三菱重工業〈株〉長崎造船所蔵）

主要な払下げ工場・鉱山（小林正彬﹃日本の工業化と官業
払下げ﹄より）　年代は払下げ許可年。

事業所 年代 払下げ先 払下げ価格

高島炭
たん
鉱
こう

1874年 後
ご
藤
とう
象
しょう
二
じ
郎
ろう
，

のち三菱 550,000円

院
いん
内
ない
銀山 1884年 古

ふる
河
かわ

108,977円

阿
あ
仁
に
銅山 1885年 古河 337,766円

三
み
池
いけ
炭鉱 1888年

佐々木，
のち三

みつ
井
い 4,590,439円

佐
さ
渡
ど
金山 1896年

三菱 2,560,926円
（大阪製錬所を含む）生

いく
野
の
銀山 1896年

長崎造船所 1887年 三菱 459,000円

兵
ひょう
庫
ご
造船所 1887年 川

かわ
崎
さき

188,029円

深
ふか
川
がわ
セメント

製造所 1884年 浅
あさ
野
の

61,741円

新
しん
町
まち
紡
ぼう
績
せき
所
しょ

1887年 三井 141,000円

富
とみ
岡
おか
製
せい
糸
し
場
じょう

1893年 三井 121,460円

開設され，貿易の発展に大きな力となった。

19世紀末から20世紀初めにか

けて，日本は産業革命を達成

して資本主義が確立し，1880年代半ばから1910年代初

めまでの約30年間に，国民総生産（GNP）は実質ほぼ

₂倍になったと推定されている。

　こうした発展は，在
ざい

来
らい

産業の伝統的技術に加えて，

官営事業などにより欧米先進国から学んだ近代技術の

移植を通じて実現されていった。初め西洋人技術者

（いわゆるお雇
やと

い外
がい

国
こく

人
じん

）の指導のもとに取り入れられ

た新しい制度・技術は，まもなく日本人自身の手によ

って運営されるようになった。

資本主義の確立
（→p.75）

（→p.38）

1887年 89 91 93 95 97 99 01 03 05 07 09

日
本
鉄
道（
上
野
・
青
森
間
）全
通

九
州
鉄
道（
門
司
・
熊
本
間
）全
通

関
西
鉄
道（
名
古
屋
・
大
阪
間
）全
通

山
陽
鉄
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神
戸
・
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関
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）全
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最
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日
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門
司
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熊
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通

関
西
鉄
道（
名
古
屋
・
大
阪
間
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通

山
陽
鉄
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神
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関
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知識を深める注
本文の学習内容を理解で
きるように，叙述を補足
する「注」や「参照頁」を

入れました。
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解放し，共
きょう

存
そん

共
きょう

栄
えい

の「大
だい

東
とう

亜
あ

共
きょう

栄
えい

圏
けん

」を建設するという理
り

念
ねん

をかかげ，

アジアの人びとの民族独立運動を支援し，戦争への協力を求めた。

　日本は，占
せん

領
りょう

地域で軍政をおこなったが，1943（昭和18）年には，ビ

ルマ・フィリピンの独立を認め，自由インド仮
かり

政
せい

府
ふ

❶を承認した。同

年11月，日本勢力下にある諸地域の政治指導者たちを東京に集めて，

大東亜会議が開かれ，共同宣言が出された❷。

　しかしこのような理念に反して，現実には日本軍の軍事上の必要性

が最優先され，占領地域で石油・ゴム・ボーキサイト❸などの重要軍
ぐん

需
じゅ

資源を日本が軍
ぐん

票
ぴょう

を用いて半ば強
ごう

引
いん

に調達するなど，現地の経済を

混乱させた。また，軍の土
ど

木
ぼく

工事で働くことや民族の歴史・文化を無

視した神社参
さん

拝
ぱい

などを現地住民に強制したり，日本の占領政策に反抗

するとみなされた住民を処
しょ

罰
ばつ

したため，初めは歓迎された地域でも反

日気運がしだいに高まった。とくにシンガポールでは，多数の中国系

住民を反日活動の容
よう

疑
ぎ

で処
しょ

刑
けい

し，陸上戦
せん

闘
とう

の激しかったフィリピンで

も，日本軍による住民への残
ざん

虐
ぎゃく

行為がおこなわれたりしたため，戦争

末期には抗
こう

日
にち

運動がいちだんと活発になった。

日本国内では，戦争初期の大勝利に国民が熱

狂し，東
とう

条
じょう

内閣と軍部への人気が高まった。

東条内閣はこの機会をとらえて，1942（昭和17）年 ₄月，衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議員総

選挙を実施した。それは政府系の団体が，衆議院の定員と同数の候補

者を推せんするいわゆる翼
よく

賛
さん

選
せん

挙
きょ

であった。推せんを受けない自由立

候補も認められてはいたが，結果は当選者の80％以上を推せん候補が

独占した。当選者は翼賛政治会に組織され，それ以外の衆議院の院内

団体❹は解散させられた。

❶シンガポールにいたインドの独立
運動指導者チャンドラ＝ボースを，
日本に協力させた。当時は，イン
ドの国土を支配していなかったの
で「仮政府」となった。

❷大東亜会議には，日本が独立を
認めた国，承認した政府の指導者
らが参加し，欧

おう

米
べい

の植
しょく

民
みん

地
ち

支配か
らの解放，互

ご

恵
けい

的
てき

経済発展，人
種差別撤

てっ

廃
ぱい

などを盛り込んだ大
東亜宣言が発せられた。

❸ボーキサイトは，アルミニウム
の主要な原料となる鉱

こう

物
ぶつ

で，航空
機の製造には欠かせなかった。

翼賛選挙

❹政党などが，議院の内部で政治
活動をするためにつくる団体。

翼賛選挙の貫
かん

徹
てつ

をめざす大講演会
あいつぐ戦勝で人気が高まった機
会に，東条内閣は政権を固めるた 
め，19４2（昭和17）年 ４月，翼賛選挙を
実施し，多数の推せん候補者を当
選させた。（毎日新聞社）

　また，政府は内
ない

閣
かく

情
じょう

報
ほう

局
きょく

を中心に，国民に

対して思想・言論の統
とう

制
せい

を強化し，新聞・雑

誌・出版物も戦
せん

時
じ

色
しょく

の濃いものとなった。政

府の指導で日本文学報
ほう

国
こく

会
かい

・大日本言論報国

会が設立されるなど，多くの文化人・言論人

も戦争遂
すい

行
こう

を目的に動員された。国民は，生

活必
ひつ

需
じゅ

物資の欠
けつ

乏
ぼう

に悩まされながらも，苦し

い生活にたえて戦争に協力した❺。
（→p.141）

❺1942（昭和17）年11月，大
たい

政
せい

翼
よく

賛
さん

会
かい

（→ p.143）や朝日新聞社などの
共
きょう

催
さい

で，国民の決意を示す標
ひょう

語
ご

が募
ぼ

集
しゅう

された。入選作の一つ「欲
ほ

しがりません勝つまでは」は，苦
しい中で戦い抜く決意を示すもの
として，全国に宣伝された。
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1498　日本の敗北

日本の突然の真
しん

珠
じゅ

湾
わん

攻撃によってアメリカの

国論は沸
ふっ

騰
とう

し，それまで参戦をためらってい

たアメリカは，挙
きょ

国
こく

一
いっ

致
ち

で戦争に突入した❶。初め戦局は日本に有利

であったが，1942（昭和17）年 6月，日本海軍がミッドウェー海戦で敗

北を喫
きっ

したのをきっかけに，形勢は逆転した❷。翌年，圧倒的な物量

を誇
ほこ

るアメリカを中心に，連合国軍の本格的な反攻が始まると，ガダ

ルカナル島での敗退から，日本軍はつぎつぎと後退を重ねた。そして，

1944（昭和19）年 ₇月，南
なん

洋
よう

諸島の日本の重要軍事拠
きょ

点
てん

であったサイパ

戦局の悪化

（→p.147注❸）

❶アメリカの西部諸州に住んでい
た10万人以上の日

にっ

系
けい

人
じん

は，戦争が
始まると家や土地を捨てさせられ，
強制収

しゅう

容
よう

所
じょ

に収容された。アメリ
カ市民権をもつ日系₂世・3世の
中には，合

がっ

衆
しゅう

国
こく

への忠
ちゅう

誠
せい

心
しん

を示す
ため，志願してアメリカ軍に入隊
したものも多かった。

❷ミッドウェー海戦で，日本側は
航
こう

空
くう

母
ぼ

艦
かん

₄ 隻を失うという大打撃
を受けた。しかし，海軍当局は敗
北を厳

げん

重
じゅう

に隠し，政府側にも真
しん

相
そう

を知らせず，国民には報
ほう

道
どう

機関を
通じて勝利したかのような発表を
した。

太平洋戦争要図

8 日本の敗北
戦局が悪化すると，政府と軍部は，欠
乏する労働力を学徒勤労動員や徴用に
よっておぎない，何とか戦争を遂行し
ようとした。その結末について，国民
生活に注目しながらみてゆこう。

学
がく

童
どう

の集団疎
そ

開
かい

　学童疎開は19４４（昭和19）年
7月ころから始まり，親元などを離れた学童４1
万人余りが，地方の旅館や寺などに収容され
た。疎開学童たちは，深刻な空腹に悩まされた。
写真は群

ぐん

馬
ま

県妙
みょう

義
ぎ

山
さん

麓
ろく

に疎開した東京の国民
学校の学童たち。（毎日新聞社）
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節ごとに改頁
節単位に学習内容をまと
めましたので，授業展開
にリズム感が生まれます。
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　日本の近代の歴史を深く学ぶためには，私たち自
身が歴史に対して問いを立てて，考えたり話し合っ
たりすること，そして，みずから調べてみることが
大切です。その一つの例として，「海外渡

と

航
こう

と移
い

民
みん

」
について考えてみよう。

■問いを立てる（歴史的事象への疑問）
　江戸時代には幕末の開国まで200年以上ものあい
だ，日本人の海外渡航は厳しく禁止され，これをお
かした者は，厳

げん

罰
ばつ

に処せられました。ところが，明
治時代に入ると，海外の視

し

察
さつ

・貿易・留
りゅう

学
がく

，そし
て移民など，さまざまな目的で多くの日本人が海外
に渡るようになりました。すでに学習したように，
20世紀に入ると，アメリカやカナダでは日本人移民
の排

はい

斥
せき

運動（→p.70）までおきています。
　明

めい

治
じ

維
い

新
しん

のあと，日本は欧
おう

米
べい

に学んで政治や経済
などを近代化する改革を進め，日

にっ

清
しん

・日
にち

露
ろ

戦争に勝
って近

きん

隣
りん

地域への勢力拡
かく

張
ちょう

をはかるなど，世界の

強国の仲間入りをしました。それなのに，どうして
日本人は外国に移り住む必要があったのでしょうか。
　また，移民はアメリカやカナダだけに渡ったので
しょうか。

■因果関係を考える・話し合う（仮説を立てる）
　ここに第二次世界大戦前の日本人の海外渡航者数
と在外日本人数を示した表があります。この表から
は，本土とハワイを含めた「米国」や，「ブラジル」
「旧満

まん

州
しゅう

」がとくに移民先として多かったことがわ
かります。とりわけ1924年から1936年のあいだには，
「ブラジル」と「旧満州」で日本人の人口が急増してい
ます。

最初のハワイへの移民船﹁シティ＝オブ ＝トウキョウ﹂号　1880年代
から，日本政府の奨

しょう

励
れい

策でハワイ移民が急増した。1868～1941（明治
元～昭和16）年の総数は約23万人であった。（毎日新聞社）

ストライキに参加した移民たち　ハワイのサトウキビ農園で働いて
いた日本人移民の中には，20世紀初め，労働条件の改善を求めてス
トライキをおこした人たちもいた。（広島市文化振興課提供）

﹁排日移民法﹂の実施を報じる新聞記事（﹃東京朝日新聞﹄1924〈大正
13〉年 ７月1日付）　多くの新聞は，この日を﹁屈

くつ

辱
じょく

の日﹂として，アメ
リカへの非難を展開した。（朝日新聞社）

▶テーマを立てよう

・�まず疑問点をいくつか出したうえで，それを整

理して，おもなテーマとなる問いを立てよう。

・テーマとなる問いは，できるだけ具体的なもの

にしよう。

・ここでは「移民はなぜおこなわれるようになっ

たのか」を取り上げましたが，ほかにはたとえば，

「議会・政党による政治は地域社会にどんな影

響を与えたのか」 「情報・通信技術の発達は人び

との暮らしをどのようにかえたのか」 「環境汚
お
染
せん

（公
こう
害
がい
）はなぜ生まれたのか」などのテーマがあ

げられます。私たちの生活とのかかわりの中で，

これらがどのように進展してきたのかを問い直

してみましょう。
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国名
海外移民
渡航者数
（明治元～
　昭和16）

在外日本人数
1909

（明治42）
1924

（大正13）
1936

（昭和11）
米国（本土） 107,253 76,709 131,357 111,184
米国（ハワイ） 231,206 65,760 123,036 152,199
カナダ 35,777 8,850 19,160 20,593
メキシコ 14,667 2,465 3,310 4,691
ペルー 33,070 4,560 9,864 22,570
ボリビア 249 ー 716 791
チリ 538 145 581 668
ブラジル 188,985 605 41,774 193,057
アルゼンチン 5,398 27 2,383 5,904
パラグアイ 709 ー ー 308
ドミニカ ー ー ー ー
フィリピン 53,115 2,156 8,390 21,241
オーストラリア 3,773 3,960 3,879 3,205
ニューカレドニア 5,074 （不明） （不明）（約1,000）
ボルネオ 2,829 2,611 5,424 7,185
旧満州 270,007① 31,427 93,223 376,036
その他 93,661 23,910 60,910 75,638
合計Ⅰ 1,046,311 223,185 503,393 996,270
合計Ⅱ② 278,672 594,611 1,219,272
戦前の海外移民渡航者数・在外日本人数（国際協力事業団﹃海外移
住統計﹄〈昭和2７～平成元年度〉，外務省領事移住部﹃わが国民の海外
発展（資料編）﹄より）
①1932～45（昭和 ７～20）年の農業移民数
②関東州、南洋委

い

任
にん

統
とう

治
ち

地域を含む日本人総数

■報告する（表現する）
　問いを立て，考え，調べた内容を，口頭で発表し
たりレポートに書いたりしてみよう。自分の言葉で
表現して伝えることで，理解がより深まります。

　じつは1924年には，アメリカで「排日移民法」と呼
ばれる法律がつくられて，日本人のアメリカへの移
民がいっさい禁止されました。この出

で

来
き

事
ごと

は，その
後の「ブラジル」や「旧満州」への移民の増加とどんな
関係があるのでしょうか。
　また，1936年に「旧満州」への移民がとびぬけて多
いのはなぜでしょうか。そのころの東アジアの情勢
を，教科書で振り返ってみましょう。
　移民した人びとには，どんな希望や目的があった
のでしょうか。それから，移民した人びとは，日本
ではどの地域でどのような暮らしをしていたのでし
ょうか。そうしたことも，移民した理由に関係して
きそうです。みんなで考え，話し合ってみよう。

■資料を調べる（仮説を検証する）
　立てた問いに関して，図書館や博物館，資料館な
どに行って，いろいろな資料を調べてみよう。調べ
たあと，さらに考えたり話し合ったりすることで，
理解を深めることができます。

▶表現しよう

・「論述」「ディベート」 「ロールプレイング」 「プロ

ジェクタ」 「紙
かみ
芝
しば
居
い
」など，いろいろなプレゼン

テーション方法があります。人に伝えるのにも

っとも有効な手段を選択しよう。

・たとえば，今回のテーマ設定の場合はグループ

で，移民を送り出す日本側と受け入れを制限し

ようとするアメリカ側にわかれて，討論したり

するのもよいでしょう。

▶さまざまな資料を使おう

・「文献」…移民の歴史についてはさまざまな本が

ありますが，自
じ
治
ち
体
たい
がだしている「県史」や「市

町村史」などは，その地域から移民した人びと

についての重要な手がかりになります。また，

移民した人の自伝や手記が残されていることも

あります。学校や地元の図書館で探してみよう。

・「新聞・雑誌」…昔の新聞や雑誌を調べてみると，

当時の世論が移民についてどのように取り扱っ

ていたかがわかります。やはり図書館などで調

べてみましょう。新聞や雑誌によっては，デー

タベース化されているものもあります。

・「地図」…人びとがどのような国や地域に移民し

たのか，歴史地図などで具体的に調べてみよう。

・「写真・映像」…当時の写真は，文字だけではわ

からないさまざまな情報を得られる資料です。

・「博物館・資料館」…展示しているもの以外にも，

さまざまな資料を保管しています。移民の歴史

にかかわる資料があるか，たずねてみましょう。

・「インタビュー」…実際に経験した人に話を聞く

ことは，貴
き
重
ちょう
な機

き
会
かい
です。たとえば，移民した

人やその子孫が，現在は日本に暮らしているこ

ともあります。インタビューの際は，事前に連

絡をして了解を得ておきましょう。

・「その他」…文化財や地名を探ることも，調べ物

に役立つことがあるので参考にしましょう。

▶問いの焦点をしぼろう

・考えたり話し合ったりする中で，さらに具体的

に問いの焦点をしぼろう。

・問いの焦点をしぼることで，どのような資料を

調べればよいか，みきわめることができます。
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主体的な
学習にも対応
生徒の視点で疑問を見出し，歴
史への関心を高め，歴史を学ぶ
意義について気付かせ，現代を
問い直す学習活動ができる「近

代の追究」の例です。
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識にも顕
けん

著
ちょ

な変化を生んだ。たとえば大学の大衆化もその一つのあらわ

れであった。学生数が急増し，知的水準も多様化したにもかかわらず，

大学当局は従来の少数エリート学生重視の教育方針から抜け出し切れな

かった。また，テレビ・新聞・その他の情報源からの影響が拡大し，学

園が閉
と

じた知的空間であるかのような意識は時代にあわなくなっていた。

1960年代に頻
ひん

発
ぱつ

した学園紛争は，こうしたことに対する若者の欲
よっ

求
きゅう

不満

が一因であった❶。

　他方，マス ＝メディアなどを通じて，同じ内容の情報が社会全体に

同時進行の形でいきわたり，知識の平
へい

準
じゅん

化
か

・均
きん

質
しつ

化
か

が進んでいった。

所
しょ

得
とく

面
めん

でも貧
ひん

富
ぷ

の格
かく

差
さ

が縮小し，同じような生活様式と生活感覚をも

った人びとは「新
しん

中
ちゅう

間
かん

層
そう

」と呼ばれた。

❶1965（昭和40）年現在で，戦後の
ベビーブーム時代に生まれた15～
19歳の年齢層は₁₀₀₀万人をこえ，
総人口の11％以上を占

し

めた。翌年
には，高等教育機関の在

ざい

籍
せき

者
しゃ

数
が100万人をこえた。

学園紛争　1960年代の末に頻発した学園紛争を象
しょう

徴
ちょう

するのが，1968（昭
和43）年におこった東京大学の安

やす

田
だ

講堂をめぐる学生と警官隊との対決
であった。紛争後，安田講堂は荒

こう

廃
はい

した。（毎日新聞社）

大学の入学式　大学への進学率が高まり，学生数も急増したため，
大学の大衆化といわれた。写真は1966（昭和41）年度の入学式の様
子。（中央大学大学史編纂課蔵）

無人化した工場（1992〈平成 4〉年）　コンピュータとロボットの発
達は，製造工程までも自動化し，無人の工場を出現させた。

都会に集中した労働者　サラリーマンが多い都会では，通勤時には大変
混雑し，人びとにがまんを強

し

いている。写真は東京都新
しん

宿
じゅく

駅の朝の風景。
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Column コラム 15

コラム15　高度経済成長と格差

　高度経済成長は，戦前から蓄積されてきた良質
で豊富な労働力と，石油価格低下によって得られ
た低

てい

廉
れん

なエネルギーに，戦後の欧
おう

米
べい

からの技術移
転による生産技術の革

かく

新
しん

と，世界経済の成長とい
う外部環境が加わって生じた経済現象であり，日
本独特の現象ではない。むしろ，その期間が20年
近くにおよんだ点に，日本の特徴を見出すことが
できる。
　その理由の一つは，農村から都市への労働力の
移動と社会階層の平準化による個人消費の拡大に
求められよう。高度経済成長期には学歴別の賃

ちん

金
ぎん

格差の是
ぜ

正
せい

が進み，経済成長による所得増
ぞう

大
だい

によ
って絶対的貧

ひん

困
こん

が減少した。これに政府による所
得再

さい

分
ぶん

配
ぱい

政策が加わり，社会的な格差が一気に縮
小する。こうした社会階層の平準化・均質化と中
流意識の普

ふ

及
きゅう

が，耐
たい

久
きゅう

消
しょう

費
ひ

財
ざい

などの需
じゅ

要
よう

を強く喚
かん

起
き

した。その結果，個人消費支出が拡大し，循
じゅん

環
かん

的で長期的な経済成長の基礎になった。
　一方，長い高度経済成長の過程で，徐

じょ

々
じょ

に地域
間格差が拡大した点も見逃せない。太平洋ベルト
地帯への工業の集中が進み，高度経済成長の果実

高度経済成長と格差
1955（昭和30）年から20年近く続いた高度経済成長の過程で，日本の社会構造は大き
く変化した。所得格差が縮小し，「一億総中流」といわれる均質化した社会が出現す
る一方で，太平洋ベルト地帯とそれ以外の地方との地域間の格差が拡大し始めた。

マイカー（1959年）　1960年代末以降，自家用車の普及が急速
に進み，1975（昭和50）年には世帯普及率が 4割をこえるにい
たった。当時，自家用車はカラーテレビ，クーラーとともに，
「新
しん

三
さん

種
しゅ

の神
じん

器
き

」といわれた。

集団就職　高度経済成長期には中学校や高校を卒業した直後
の若者が，就職のために地方から東京や大阪に向けて集団で
旅立った。集団就職は昭和30年代を通じて，若

じゃく

年
ねん

労働者の農
山漁村から大都市への大量流出の主要なルートであった。
（1959〈昭和34〉年 3月，熊本日日新聞社）

国土総合開発計画で指定された新産業都市

を広範な地方に再配分することをねらった国土総
合開発計画も十分な成果はあげられなかった。さ
らに，もともと地方分散傾向が強かった石炭産業
や繊

せん

維
い

工業の斜
しゃ

陽
よう

化が，地方の衰
すい

退
たい

に拍
はく

車
しゃ

をかけ
た。これに農村から都市への急激な人口移動が加
わり，農山村では過

か

疎
そ

化が進むことになる。

道央地区

新産業都市

八戸地区

秋田湾地区

仙台湾地区
新潟地区

常磐・郡山地区

日向・延岡地区

不知火・有明
・大牟田地区

中海地区

岡山県南地区

富山・高岡地区

松本・諏訪地区

徳島地区
東予地区

大分地区
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１頁大の
18のコラム

各時期を印象づけるテーマを
選び，生徒の興味・関心が高
まるようエピソードを織り交
ぜて詳しく解説しました。
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3 高度成長の光と影� ○教 p.183〜188

経済の復興
Ａ　朝鮮戦争（1950～53年）→（ ）1 特

とく

需
じゅ

…米軍の軍需品の供給地として好景気
　（ ）1 特需による経済復興→1952（昭和27）年，（ ）2 （IMF）・世界銀行へ加盟
Ｂ　1955～57（昭和30～32）年，「（ ）3 景気」

（背景）　1955年，世界経済が上向き…東西冷戦構図に緊張緩和のきざし
　　　　→日本…年 ₉ ％の経済成長，米作は平年の ₃ 割以上の豊作，消費者物価も安定
　　　　　国際収支の好転（輸入減，輸出増）→国内の金融政策の緩和により（ ）4 が増加
※1956（昭和31）年の『経済白書』で「もはや（ ）5 ではない」と記される
高度成長の時代
Ａ　「（ ）6 景気」（1958～61〈昭和33～36〉年，42カ月間）…年平均10％以上の経済成長
※（ ）7 政策（池田勇人内閣）
Ｂ　「（ ）8 景気」（1966～70〈昭和41～45〉年，57カ月間）…年平均10％以上の経済成長
Ｃ　1968（昭和43）年，国民総生産（GNP）が世界第 ₂ 位の経済大国となる
　（背景）　（ ）9 の成果を導入…鉄鋼・造船・自動車・化学部門などで設備更新
　　　　　新しい部門の発達…石油化学・合成繊維
　（結果）　（ ）10 の高度化
Ｄ　高度成長期…外国為

か わ せ

替相
そう

場
ば

は ₁ ドル＝（ ）11 円の固定レート
　　　　　　　　→実質的円安により輸出に有利…貿易黒字
　　日本…国内産業育成のため輸入制限　←国際社会の批判
Ｅ　1964（昭和39）年，（ ）12 （OECD）に加盟
　IMF 8 条国となる…貿易収支を理由に為替制限ができない
　→経済先進国として貿易・資本の自由化の実行義務が要求されるようになる
消費革命と大衆社会
Ａ　個人消費…家電製品などの耐久消費財の急速な広まり
①1950年代，「（ ）13 」（（ ）14 ・電気洗濯機・電気冷蔵庫）の普及
②1960年代，「（ ）15 」（ ₃ C…自家用車・（ ）16 ・（ ）17 ）の普及
　ナイロン・プラスチックなどの新素材製品の登場
Ｂ　流通…スーパーマーケット・コンビニエンス =ストアの登場→（ ）18 がおこる
Ｃ　団地（集合住宅）の一般化
Ｄ　交通… 鉄道の電化，高速道路網の整備，民間航空の復興・発展， 

東海道新幹線が1964（昭和39）年の（ ）19 にあわせて開通
Ｅ　社会問題の発生…生活環境の悪化が大きな問題（（ ）20 訴訟）
　公害対策…（ ）21 法・（ ）22 庁の設置
Ｆ　人びとの生活・労働の変化
①過

か

疎
そ

化
か

…農山村就業人口の減少→（ ）23 農家の増加と（ ）24 農家の減少
②過

か

密
みつ

化
か

…都市労働者と（ ）25 （事務労働者）が増加→賃金労働者の地位向上
③労働の省力化・（ ）26 化→労働環境が改善される
④大学の大衆化…大学当局は対応できない→1960年代末の（ ）27 の遠因
⑤知識の平準化・均質化…マス ＝ メディアの影響と所得格差の縮小→「（ ）28 」の誕生

3 　高度成長の光と影　79

問①　下のグラフは，1953〜75（昭和28〜50）年までの経済成長率の推移を示したものである。グラフ
の空欄にあてはまる語句を答えなさい。

ａ.　　　　　　　　　　　　　　ｂ.　　　　　　　　　　　　　　ｃ.　　　　　　　　　　　　　

問②　ア．下の写真と関連する語句を，つぎの語群から選択して答えなさい。
　東海道新幹線の開通　　　オリンピック東京大会　　　日本万国博覧会

イ．上の写真の出来事を，語群から選択して年代順に並べかえなさい。
　（　　　　　　　　　　　）→（　　　　　　　　　　　）→（　　　　　　　　　　　）

％

1953年 55 60 65 70 75

15

10

5

0

（　a　）景気 （　b　）景気 （　c　）景気オリンピック景気

朝
鮮
休
戦
協
定

53
・7

所
得
倍
増
政
策

大
型
冷
蔵
庫
発
売

も
は
や
戦
後
で
は
な
い

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
発
売

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会

G
N
P
世
界
第
2
位

大
阪
万
国
博
覧
会 ニ

ク
ソ
ン
＝

シ
ョ
ッ
ク

石
油
危
機

変
動
相
場
制
に
移
行沖

縄
復
帰

環
境
庁
設
置

60
・12

全
国
総
合
開
発
計
画

62
・10

戦
後
初
の
赤
字
国
債
発
行

66
・1

a.

c.

b.

2322

ノートをご採用いただきますと，
解答入りのPDFデータをサービ
スでお付けいたします。 CD

・ 教科書の構成・本文の流れに沿った問題形式で，教科書の
深い理解につながります。
・ 教科書に完全準拠しているため，授業時でも自宅学習時で
も，どちらでもお使いいただけます。

日A314準拠

見開き構成
節ごと見開きにしまし
たので，学習のリズム
感が出るとともに，教
科書の構成にそって学
習できます。

左頁は教科書の記述
にそった穴埋め整理，
右頁は史・資料を用
いた問題などで，教
科書内容の一層の理
解に役立ちます。



●❶ 板書例　小見出しごとに簡潔に整理しています。
●❷ 目標　授業展開の柱となる重要ポイントを，節ごとに取り上げています。
●❸導入案　授業の導入で活用できる「主発問」を掲載しています。
●❹ 発問例　授業展開の中ですぐに使える「発問例」と「答」を掲載しています。
●❺ 解説　重要な論点・視点など，本文・注では補いきれなかったものを取り上げています。授業にふ
くらみが持てます。
●●❻ 写真・図版・史料　本文に入っている写真・図版・史資料の見方や内容を解説しています。
●❼ 黄色マーカーをひいた用語は，各教科書共通の『教授資料研究編』（B5判・本体6000円〈税別〉）にて
詳しく解説しています。併せてご利用下さい。

板書例

3 　満州事変から国際的孤立へ
満州事変の勃発

①1930年代　中国の反日運動への危機感
　→関東軍の中で軍事力で危機を打破しようとする動き
②1931年 9 月18日　柳条湖事件
　→関東軍の一部の参謀たちが，奉天付近の南満州鉄道の線路を自ら爆破
③関東軍は柳条湖事件を中国側のしわざとする
　→奉天・長春などで中国軍（張学良軍）へ攻撃を開始→満州事変
④日本政府（第 2 次若槻内閣，幣原喜重郎外相）は内外に不拡大方針を声明
　→関東軍は方針を無視し，軍事行動を拡大

（研究編p.378～）
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3 満州事変から国際的孤立へ
目標

❶ 満州事変以降，国際連盟脱退まで，日本
が国際的に孤立していく過程を説明でき
る。

❷ 満州事変を国内世論が支持していたこと
を理解する。

導入案  
〈主発問〉日本はなぜ国際的孤立を深めたの
だろうか。
▶写真「柳条湖事件を報じる新聞記事」及び
説明を読み，日本政府が軍部の行動を止め
られなかったのはなぜか，課題意識を持た
せる。

写真  柳条湖事件を報じる新聞記事

満州事変の勃発
発問例
①満州事変は誰によって，どのようにおこさ
れたものか説明しなしさい。
答  関東軍が南満州鉄道の路線を自ら爆破
し，これを中国側のしわざとして，満州各地
で中国軍を攻撃した。
発問例
②満州事変の勃発に対し，若槻内閣はどのよ
うな態度をとったか説明しなさい。
答  事変の不拡大を国内外に声明したが，
関東軍は政府の意向を無視した。

国内世論の事変支持
解説  満州事変と石原莞爾
満州事変の最初の構想は，張作霖爆殺事件
の直後の19₃₅（昭和10）年に，石原莞爾中佐
が関東軍作戦主任参謀に着任したことによ
り計画が立てられたといわれる。石原は，
ヨーロッパ留学中に戦争史を学び，独特の
戦争史観を固めつつあった。それによると，
現代の戦争は総力戦体制による大消耗戦で
あり，日本にとっての当面の敵はソヴィエ
ト連邦で，それとの戦争に勝利したのちに
アメリカと戦争をしなければならないと考
えていた。その対米戦争が東西両文明間の
世界最終戦争になると予想していた。この
戦争史観に基づいて，当面のソヴィエトと
の戦争には，中国東北部の支配が必要だと
主張したのである。

国内世論の事変支持
①国内の有力新聞…「満蒙の危機」を国民に訴えていた　
　→事件が勃発→関東軍の軍事行動を支持
　→政府の不拡大方針にかかわらず，関東軍の軍事行動支持の国民世論の形成
　→1931年12月　若槻内閣，関東軍の独走と国民世論をおさえ切れず，総辞職
②関東軍…満州の大半を占領
　→ 張学良政権を満州から排除し，清朝最後の皇帝宣統帝（溥儀）をかつぎ出す
　→1932年 3 月　満州国建国　溥儀が執政（のちに皇帝）…独立国家建国
※ただし，軍事・外交権などを日本人軍人や官吏が握る

1313 　満州事変から国際的孤立へ

史料  満州事変での日本軍の行動を支持す
る新聞記事
史料から読み取れるように，当時のマスコミ
は満州事変をセンセーショナルに伝え，必ず
しも関東軍の行動を非難したわけではなかっ
た。国民もそのような新聞報道に酔いしれる
ことになった。
地図  満州事変要図
1₆世紀末に女真族のヌルハチがこの地域を統
一し，マンジュと称し，その後，満州の漢字
が当てられるようになった。この地域に日本
は南満州鉄道株式会社を中心に多額の投資を
行い，開発をすすめた。日本の国土の約 ₃倍
の地域で近代化事業をすすめる一方で，日本
国内からも満蒙開拓団などを送り出した。
発問例
①関東軍の満州での行動を日本国内の世論は
どのように考えていたか答えなさい。
答  基本的には軍事行動支持の国民世論が
ジャーナリズムの活動を通じて形成されてい
た。
写真  満州国建国記念式典
満州事変で満州諸地域を占領した関東軍は，
各地の大地主や軍閥に形式的に自治や独立を
唱えさせた。そして住民の意思としての独立
の体裁をとるため，19₃₂（昭和 7）年 ₂月1₆日，
奉天に各地域の代表者を集めて，18日に独立
を宣言し， ₃月 1日に建国宣言を行った。
写真  溥儀（1906〜67年）
光緒帝の死によって1908年に ₃歳で清朝の皇
帝として即位。辛亥革命で清朝が倒されると
退位し，₂₄年以降は日本の庇護の下，天津に
住んでいたが，満州事変が勃発すると天津を
脱出し，₃₂年に満州国の国家元首に就任した。
第二次世界大戦後はソ連軍に逮捕され，東京
裁判で証人として出廷した。その後は中国に
身柄が引き渡され，₆7年に北京で死去した。

解説  関東軍による満州国建国
日本は中国東北部（満州）の支配に力を注い
できたが，中国で主権回復運動が活発にな
ると対立は激しさを増し，国際世論も日本
に対して厳しいものであった。そこで直接
的な植民地化を断念した関東軍は保護国を
建設することとした。このようにして，関
東軍の強い意向の下で創設されたのが満州
国である。建国の理念として，日本・満州・
漢・朝鮮・モンゴル民族の五族協和と王道
楽土が掲げられたが，政府要職は日本人が
占有し，実質的に日本の傀儡国家であった。
こうした経緯に対して国際社会の目も冷や
やかであったため，犬養毅首相は満州国承
認に慎重な姿勢を示した。このことは犬養
に対する軍部や政党，言論界の反感を高め
ることとなり，のちの五・一五事件の伏線
ともなっていく。

●❶

●❷

●❸

●❹

●❼●❺

●❻

●❻

教科書の本文を
70％に縮小して
入れました。

B5判・456頁　本体6000円（税別）

日本史教授資料 
研究編（日本史教科書共通）

山川出版社のすべての日本史教科書に共通してご使
用いただけます。
『詳説日本史』の配列にしたがって，重要項目や史料
について解説しています。
日本史の先生方に必携の一冊です。
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B5判・228頁　本体2000円（税別）
現代の日本史 改訂版 教授資料 授業実践編
『現代の日本史　改訂版』を使った授業実践にご利用いただける材料を盛り込みました。指導上の目標や板
書例・発問例など，授業展開に役立つ内容を取り入れています。

1．飛鳥の朝廷 31

第2章　律令国家の形成

6 世紀の朝鮮半島　　強大な高句麗の南下に対抗して，百済・
加耶諸国・倭が同盟関係を結んで対抗するという ₅ 世紀の朝
鮮半島情勢は， ₆ 世紀に入ると大きく変化した。南下する高
句麗に₄₇₅年，首都の漢城を占領された百済は，南の熊津に
遷都し，国家組織を整え，武寧王（在位₅₀₁～₅₂₃）の代には国
力が復興して，南方の栄山江流域から蟾津江流域にかけての
小国が群在する加耶西部周辺地域に進出を始めた。『日本書
紀』継体 ₆（₅₁₂）年₁₂月条の大伴金村が百済の求めに応じて，
上哆唎・下哆唎・娑陀・牟婁のいわゆる「任那四県」の割譲を
行ったとする記事や同書継体 ₇（₅₁₃）年₁₁月条の己汶・滞沙
の地を百済に賜ったとする記事は，現在の研究では否定され
ている倭の加耶支配という虚構を前提としているので，記事
そのままは信じがたいが， ₆ 世紀の初め頃，「任那四県」に相
当する栄山江流域や己汶・滞沙に相当する蟾津江流域の諸小
国が百済の支配下に入り，加耶西部の地域に対する百済の支
配権が確立した事実を反映したものであろう。その後，百済
は，聖明王（在位₅₂₃～₅₅₄）の代にさらに西から加耶地域への
侵攻を進め，₅₃₁年には加耶南部の最有力の小国，安羅を制
圧し，すぐ東までやってきていた新羅の勢力と安羅の東で対
峙することになる。
　一方，従来から高句麗の支配下に置かれていた新羅は，高
句麗の支配から脱し， ₆ 世紀の法興王（在位₅₁₄～₅₄₀）の代に
国家組織を整え，次の新興王（在位₅₄₀～₅₇₆）の代にかけて飛
躍的に領土を拡大していった。加耶地域には東から侵攻を進
め，₅₃₂年には洛東江下流の主要国の金官（南加羅，金官加耶）
を滅ぼし，ほぼ同じ頃さらに西の卓淳も制圧して，その西の
安羅近辺で百済と対峙した。北部では，₅₅₁年，百済の聖明
王が高句麗の政変を利用して大攻勢に出，高句麗から一時的
に元の都，漢城一帯の奪回に成功するが，翌₅₅₂年には，そ
れを新羅が奪取した。聖明王は，自ら軍を率い新羅と戦った
ものの，₅₅₄年には戦死してしまった。ほぼ同じ頃，高句麗
領南部も新羅の支配下に入った。その後も，新羅の勢力の伸
張は止まず，辛くも独立を保っていた大加耶（大加羅，伴跛）
を中心とする洛東江中・上流の内陸部の加耶諸国も新羅の攻
撃を受け，₅₆₂年には滅亡してしまった。この大加耶国の滅
亡が，『日本書紀』がいう「任那の滅亡」の実態である。
　この間，加耶地域では， ₅ 世紀前半までは金官（南加羅）を
中心とする南部の諸小国の連合体が有力であったが， ₅ 世紀
後半以降は，大加耶を中心とする北部の連合体が有力となっ
た。しかし，他の朝鮮諸国のような政治的統合は進展せず，
連合体の段階に止まった。倭国は，そのような加耶諸国や百
済と密接な関係を持ち，軍事援助と引き換えに鉄資源や加耶・
百済経由の中国南北朝の先進文化の供与を受けていた。

〈参考文献〉　熊谷公男『日本の歴史』₀₃（講談社）
　　　　　　 李 　成市「新羅の国家形成と加耶」（鈴木靖民編

『日本の時代史』₂ 　吉川弘文館）

物部氏と蘇我氏　　蘇我氏は，奈良盆地南部及び大阪平野東

1 飛鳥の朝廷 端の石川流域を基盤とする豪族である。『古語拾遺』に， ₅ 世
紀末の雄略朝に斎蔵・内蔵・大蔵の三蔵が整備され，蘇我満

ま

智
ち

が配下に東漢氏・西文氏・秦氏などの渡来系氏族を置いて
管理にあたったという伝承が記されている。また『日本書紀』
によれば蘇我稲目は吉備の白猪屯倉などを設置し，渡来人に
経営を担当させたり，渡来系の船史に船賦を管理させるなど，
朝廷の財政に深く関与していた。蘇我氏と渡来人との関係は，
馬子が東漢駒に崇峻天皇を暗殺させたことにも現われてい
る。この渡来人との密接な関係が，蘇我氏が開明的側面を持
ち，早くから仏教を受容していたことと関係するのであろう。
朝鮮から伝わった技術・文化を独占し，部民の管理方法を変
えるなど，新しい考え方を導入することによって，中央有力
豪族に成長していった。稲目は欽明朝に大臣となり，二人の
娘を欽明天皇の妃にした。
　これに対し，物部氏は軍事に関与した物部という部の伴造
氏族であり，武器の生産と管理をはじめとする軍事・警察を
主務としており，石上神宮を氏神とする。継体天皇の擁立に
動いた物部麁鹿火が大連となり，その後，物部尾輿も大連に
なっている。
　仏教が倭に入り，欽明天皇は群臣にその受容の可否を問う
と，蘇我稲目は賛成したが，物部尾輿や中臣鎌子は蕃神（仏教）
を信仰すれば国神の怒りを受ける，といい反対した。蘇我稲
目は，欽明から授かった仏像を小墾田の家に安置していたが，
そののち疫病が流行したので，物部尾輿は国神の怒りとみな
し，欽明の許しを得てその仏像を捨てた。さらに，欽明死去
後，物部守屋は仏教を信じなかった敏達天皇の許しを得て，
蘇我馬子の仏殿を破壊した。用明天皇の治世は短かったが，
用明が亡くなると，馬子の姉妹小姉君所生の崇峻天皇が即位
した。蘇我馬子は，崇峻やほかの皇子，朝廷の有力豪族を味
方につけ，物部守屋を討った。

崇峻天皇と推古天皇　　₅₈₇年，用明天皇の死をきっかけに
物部守屋が敗死するに至った。この事件後，炊

かしき

屋
や

姫
ひめ

尊（欽明
の皇女，敏達の大

おお

后
きさき

，のち推古天皇）や群臣に推されて欽明
の皇子泊瀬部皇子が即位した（崇峻天皇）。馬子と崇峻とは叔
父・甥の間柄であったが，（いかなる原因によるか不明である
が）次第に対立的な関係になっていった。『日本書紀』による
と，献上されてきた猪を見て，天皇が「何れの時にか此猪之
頭を切るが如く朕が嫌

ねた

しとおもう所の人を切らむ」といった
ことを伝え聞いた馬子は，崇峻殺害を決意し， 東

やまとの

漢
あやの

直
あたい

駒
こま

を
使って暗殺させたという。
　崇峻天皇の死後，炊屋姫が初めての女性天皇として即位し
たが，その間の事情は，『日本書紀』にはただ群臣の再三の要
請によるとしか記されていない。当時，皇位継承者としては
敏達の子で蘇我氏の血を全く引かない押坂彦人大兄皇子が最
有力であったが，これに次ぐ者として，敏達と推古の間に生
まれた竹田皇子，用明の子で蘇我氏と密接な関係を持つ廏戸
王（聖徳太子）らがおり，そのいずれにも決しがたかった。そ
のため，推古が馬子の姪にあたる関係でもあったことなどか
ら，異例ではあるが欽明の子の世代に属し，前大后として王
族内での地位も高かった推古の即位となったのである。
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術性を残していた可能性がある。₆₀₈年，裴世清の帰国を送
って，再び小野妹子が隋に派遣されたが，この時，渡来系氏
族出身の留学生 ₈ 人が派遣された。そのなかに，高向玄理・
旻・南淵請安らがいた。大陸の文化が，朝鮮半島を経ずに直
接流入する端緒となったのである。

遣隋使に従った留学生　　₆₀₈（推古₁₆）年，第 ₂ 回遣隋使派
遣の際，小野妹子に従って隋に渡った留学生・学問僧 ₈ 人の
うち，高向玄理・南淵請安・旻が代表的人物である。いずれ
も漢

あや

人
ひと

系の渡来人である。旻は，₆₃₂（舒明 ₄ ）年第 ₁ 回遣唐
使の帰国に従って帰国し，高向玄理と南淵請安はさらに遅れ
て₆₄₀（舒明₁₂）年に帰国している。隋の滅亡，唐の隆盛を身
をもって体験してきた彼らは，帰国後，塾のようなものを開
き，多くの新知識を教授・紹介した。旻の下には中臣鎌足や
蘇我入鹿らが出入りしており，また南淵請安の下には中大兄
皇子や鎌足が通っていたと伝えられている。彼らの新知識が
後の大化改新の思想的素地となったのであろう。
　₆₄₅（大化元）年，改新政府の発足に伴い，高向玄理と旻は
国政上の顧問相談役ともいうべき国博士に任じられた。たぶ
ん，南淵請安はこれ以前に死去していたのであろう。その後，
旻は₆₅₀（白雉元）年に病死し，玄理は₆₅₄（白雉 ₅ ）年第 ₃ 回遣
唐使として渡ったが，同年長安において没している。

古代の飛鳥と飛鳥の諸宮　　古代の飛鳥は，現在の奈良県高
市郡明日香村の村域とは必ずしも一致しない。厳密な意味で
の飛鳥（狭義の飛鳥）は，現在でいえば，飛鳥川東岸の明日香
村大字飛鳥，岡に相当するかなり狭い地域を指していた。そ
の北は小墾田，南は橘，飛鳥川西岸は豊浦と呼ばれ，東は飛
鳥岡と呼ばれた丘陵地帯が広がっている。ただし，現在の研
究では，狭義の飛鳥周辺を全体的に飛鳥と呼ぶ場合も多い。
飛鳥周辺は，東漢氏，今来漢人など多くの渡来人が集中的に
居住し，彼らを支配下に置いた蘇我氏の拠点でもあった。
　飛鳥周辺に，最初に造営された大王の宮（大王宮）は，推古
が₅₉₂年に即位した豊浦宮で，以後，₆₉₄年に藤原京へ遷都さ
れるまで，歴代の大王宮は，この周辺に集中することになる。
具体的には，推古朝の豊浦宮・小墾田宮，舒明朝の飛鳥岡本
宮，皇極朝の小墾田宮・飛鳥板蓋宮，斉明朝の飛鳥板蓋宮・
飛鳥川原宮・後飛鳥岡本宮，天武朝の島宮・岡本宮・飛鳥浄

漢字で表記したもので，むしろ国造自身をも指した表現であ
るといわれている。また，伊尼翼は，「記紀」に見える地方官
の稲置に相当すると考えられる。大化改新の際に出された東
国等国司への詔に「県稲置」とあることなどから，稲置は県に
置かれたものと見られる。
　従来，県主が管理していた県を，改変する形で創出された
のではないかと考えられている。『隋書』の記事は整い過ぎて
いるので，誤伝であるとする見方も存在するが，国県の地方
組織が全国的に施行されたかどうかは疑問が残るものの，推
古朝の施策として徐々に実施範囲を広げていったものであろ
う。

〈参考文献〉　 井 上光貞他編『日本歴史大系 ₁ 　原始・古代』（山
川出版社）

隋の統一と遣隋使　　₅₈₉年に，隋の文帝が南朝の陳を滅ぼ
して中国を統一すると，貴族勢力を抑えて科挙による官吏の
登用法を定め，北朝の北魏で行われていた均田制や府兵制を
採用して財政・軍事の体制を確立し，江南と華北とを結ぶ大
運河の建設にも着手した。隋が成立すると，百済・新羅はあ
いついで使いを送ってその冊封を受けた。倭は「任那」復興の
大義名分（新羅・百済から任那の調を貢上させ，朝鮮南部に
対する宗主国としての地位を名目的に維持したい）のもと，
₅₉₁～₅₉₅年，₆₀₂～₆₀₃年と二度にわたり，筑紫に出陣して新
羅を威嚇している。これらに対し，高句麗は₅₈₅年以降，隋
への朝貢を絶って南朝の陳に朝貢していたため，隋の文帝は
それを責めた。₅₉₈年，高句麗王元が遼西地方を襲撃したの
を怒った隋文帝は，高句麗征討の軍をおこしたが，この征討
は中止された。続いて煬帝も₆₁₂年以降，三度にわたる高句
麗征討を行った。
　高句麗がこのような状況の時，₅₉₅（推古 ₃ ）年高句麗僧の
恵慈が来倭した。彼はその後₂₀年間も倭に滞在し，廏戸皇子
の仏教上の師となる。この時期，高句麗は倭にしばしば僧侶
を派遣し，₆₀₅（推古₁₃）年には，飛鳥寺の丈六仏の資金とし
て黄金₃₀₀両を贈るなど，倭との関係が密であった。
　₆₀₀年に，史料上初めて遣隋使が現われる。倭王武が₄₇₈年
に南朝宋に使いを送って以来，₁₂₀年ぶりの中国への使者で
あった。しかも，『隋書』や『日本書紀』にあるように，一貫し
て中国王朝の秩序の外に立ち，対等の外交を求めた。おそら
く朝廷は，朝鮮諸国から朝貢を受ける極東の小帝国としての
倭の地位を，隋に承認させようとしたのであろう。ただ，文
帝から風俗を問われた倭の使者が，「倭王は夜が明けぬうちに
王宮に出てきて政治をとり，日が昇ってくると弟に任せて政
治をするのをやめる」と答えると，文帝に「義理なし」とあき
れられた。この直後，小墾田宮の造営，冠位十二階などの諸
改革が行われたことは，その時の衝撃度を表わしているであ
ろう。
　続いて₆₀₇年の遣隋使で，小野妹子が派遣され，隋の煬帝
に謁見し不興をかった。にもかかわらず，₆₀₈年に隋使裴世
清が倭に派遣されたのは，隋と対立していた高句麗が倭と通
交していたことを警戒してのことであろう。『隋書』には倭王
と謁見した事実は記載されているが，倭王が女王であったと
いう記載はないので，大王は卑弥呼以来の「見えない王」の呪

聖徳太子　　聖徳太子の本名は廏戸王で，聖徳太子とは後世
の呼び名である。聖徳とは，仏教で仏に備わった優れた徳，
仏教に深く通じた人という意味で使われ，聖徳太子の名称自
体，後世の太子信仰の所産であると考えられている。また，
天皇（大王）の御子が皇子と呼ばれるようになるのは，天皇号
の採用と軌を一にして，天武朝頃からであるといわれており，
推古朝頃は，大王の御子を含めて諸王族は皆，王と呼ばれて
いた。さらに，当時は，皇太子制が未成立で，太子が就いた
のは，有力な大王位継承資格者であるワカミタフリ（中国語
では太子）の地位であったと考えられる。太子の父は，蘇我
堅塩媛（稲目の子）所生の用明天皇，母は蘇我小姉君（堅塩媛
の同母妹）所生の穴穂部皇女で，馬子の娘，刀自古郎女を妃
としており，蘇我氏に非常に近い蘇我系王族の代表であった。
推古より先，₆₂₂年に死去したので即位することはなかった
が，太子の長子山背大兄王は，後に舒明と大王位を争った。
太子は父，用明の大王宮に隣接した上宮（桜井市の上ノ宮遺
跡に相当か）に住み，のち₆₀₅年，斑鳩宮に移った，そのため
太子は上宮王・上宮太子，太子一族は上宮王家とも呼ばれる。
　太子については，近年『日本書紀』が描く聖徳太子とその事
績は，『書紀』編纂過程で生み出された虚像であり，廏戸王と
いう名の一人の有力な王族が実在したに過ぎないとする説が
現われた。確かに，例えば太子作とされる『三経義疏』のうち，
少なくとも『勝鬘経義疏』については，太子の真作とは考え難
く， ₆ 世紀後半に中国で成立し，遣隋使によって将来された
か，また太子周辺の慧慈らの僧侶の作であろうとする見方が
有力になっている。したがって，従来，聖徳太子のものとさ
れてきた事績に，後世の太子信仰に基づく虚構が含まれてい
るのは事実であろう。しかし，その虚構がどの程度まで大き
いものなのかどうかは，今後の検討課題である。

〈参考文献〉　 藤 枝　晃「勝鬘経義疏」（『日本思想大系』₂ 所収
岩波書店）

　　　　　　坂本太郎『聖徳太子』（吉川弘文館）
　　　　　　 大山誠一『〈聖徳太子〉の誕生』（吉川弘文館）

冠位十二階の制と憲法十七条　　推古朝の諸改革は，遣隋使
で隋から相手にされなかったことに端を発している。₆₀₃年
に小墾田宮が造営されるが，おそらく左右対称の整然とした
配置を取り，朝庭を敷設した初めての宮であったろう。
　冠位十二階は，冠に応じた服色があり，元日， ₅ 月 ₅ 日の
薬猟，隋使来倭などの特別な儀式の際には，さらに装飾が加
えられ，可視性を重視したものであった。『日本書紀』には₆₀₇

（推古₁₅）年に大礼小野妹子を隋に派遣したとあり，『隋書』に
は裴世清を迎えた人物を大礼哥多毗（額田部連比羅夫のこと）
と記しているように，冠位は外交の場で特に重要な意味を持
っていた。冠位は個人に与えられ，昇叙も可能であった。出
身氏族や伝統的職務も旧来のカバネにとらわれず，才能に応
じた人材の登用と官僚機構の構築を目指したものであった。
冠位は儒教あるいは道教に典拠を持つ名称である点で，百済
の官制と類似しており，後世の三位以上（ほぼ公𡰀に相当）に
相当する冠位を定めていないことは，朝鮮三国と共通してい
る。ただし，冠位が与えられた範囲は限られており，大臣で
ある蘇我馬子は伝統的な紫冠を着用していて，冠位制の外に

立っていた。冠位は一斉に与えられたのではなく，₆₄₇（大化
₃ ）年の新制施行までの約₄₀年間に，徐々に対象を広げてい
ったらしい。
　憲法十七条は，君（王）・臣・民からなる「国家」の三要素の
うち，諸豪族（臣）に対する政治的服務規程や道徳的訓戒とい
うべき性格のものである。内容は，和を尊ぶべきこと，天皇
に服従すべきことをはじめ，訴訟を公平に裁くべきこと，各々
の職掌を守るべきこと，早く出仕して遅く退出すべきこと，
官人の功績と過失にしたがって賞罰を行うべきこと，官司の
職掌を熟知すべきこと，物事を単独で行わず議論すべきこと，
などが規定されている。これらから，逆に当時の豪族の執務
態度の未成熟をうかがうことができる。ただ，第十二条の「国
司」が，当時存在しているとは考えられないことから，憲法
十七条を後世の仮託であるとする考え方も有力である。

推古朝の地方組織　　『隋書』倭国伝には，推古朝の地方組織
について，「軍尼一百二十人あり，猶中国の牧宰の如し。八十
戸に一伊尼翼を置く，今の里長の如し。十伊尼翼一軍尼に属
す」という記載がある。この軍尼は，国造の支配するクニを

遣隋使の派遣
　『隋書』₈₅巻は唐の魏徴（？～₆₄₃）の手に成るもので，
『宋書』『南斉書』が一時代のことを述べているのに対し，
『魏志』『後漢書』『宋書』『梁書』を参考にしながら多少の新
史料を加えて，総合的に記述している。
　第₈₁巻東夷伝倭国の条に日本のことが記されて，冠位
十二階や裁判としての盟神探湯の模様を伝え，「阿蘇山あ
り，其の石，故無くして火起り天に接す」という日本の
自然に対する観察も詳しく記されている。特に日本側の
記録に伝えない₆₀₀年の倭王（姓は阿

あ

毎
め

，字は多利思比孤，
阿
あ

輩
ほ

雞
き

弥
み

と号す）の遣使が記されているが，使者の名は
詳らかでない。

憲法十七条
憲法の各条を通読させることによって，第一にこの憲法
が今日の憲法とは異なった官吏の服務規定のようなもの
であったことを理解させ，そのような性格の憲法がなぜ
必要であったかを考えさせることが大切である。第二に
この憲法を通じて当時の文化が中国文化の影響をどの程
度に受けていたか，中国のどのような文化の影響を受け
ているかを理解させる必要がある。
　第 ₁ 条，第 ₃ 条では温和で従順であることを説いて，
君臣の分を正そうとし，第₁₂条は人民の撫育の精神を示
すとともに，公地公民の基本精神を説き，第₁₇条は独断
専行を戒めている。また，第 ₁ ・ ₃ 条には儒教，第 ₂ 条
には仏教，第₁₁条・₁₂条には法家の思想が強く表われて
いる点にも注意したい。
　なお，₁₇条のうち引用されていない条項は次の通りで
ある。
　四に曰く，群𡰀・百寮，礼を以て本とせよ。
　五に曰く， 餮

あじわいのむさぼり

を絶ち欲を棄てて，明に訴訟を辨
さだ

め
よ。

　六に曰く，悪を懲し善を勧むるは，古の良き典
のり

なり。
　七に曰く，人各任有り。掌ること宜しく濫

みだ

れざるべし。
　八に曰く，群𡰀・百寮，早く朝

まい

りて晏
おそ

く退
まか

でよ。
　九に曰く，信は是

これ

義の本なり。
　十に曰く， 忿

こころのいかり

を絶ち 瞋
おもへりのいかり

を棄てて，人の違ふこと
を怒らざれ。

　十一に曰く，功過を明
あきらか

に察
み

て，賞罰必ず当てよ。
　十三に曰く，諸の官に任

よさ

せる者，同じく職
つかさ

掌
こと

を知れ。
　十四に曰く，群臣・百寮，嫉

うらや

み妬
ねた

むこと有ること無
なか

れ。
　十五に曰く，私を背きて公に向

ゆ

くは，是臣が道なり。
　十六に曰く， 民を使ふに時を以てするは，古の良き典

なり。

解説
重要な項目を取りあ
げて解説します。口
絵や図版の内容，さ
らに見方などについ
ても解説します。

史料
本文中に掲載し
た史料について
解説します。
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保
ぽ

理
り

決議（1950年 ₆ 月25日及び27日）にもとづき，アメリカを中心と

する16カ国が韓国支援のために国連軍の名のもとに派遣した。他方，

中国が人民義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん

を送って北朝鮮の支援に踏み出したため，米・中の

敵対関係が明確となった。戦争は膠
こう

着
ちゃく

状態となり，1953（昭和28）年 ₇

月，北緯38度線の板
はん

門
もん

店
てん

で休戦協定が結ばれ，停戦が実現した。

　この間，日本の基地などが朝鮮戦争に従
じゅう

軍
ぐん

するアメリカ軍によって

使用される一方，在日アメリカ軍の前線への移動によって生じた軍事

的空白を埋める必要から，GHQの指示で警
けい

察
さつ

予
よ

備
び

隊
たい

がつくられた。

他方，経済復
ふっ

興
こう

への決め手を欠いて低迷していた日本経済は，アメリ

カ軍の軍
ぐん

需
じゅ

品
ひん

の受
じゅ

注
ちゅう

で活気づいた（朝鮮特
とく

需
じゅ

）。

日本の独立に向けて，講
こう

和
わ

問題はこうした国

内・国外の情勢の中で具体化していった。第

₃次吉
よし

田
だ

内閣は東西対立のもとでは，東側の共産主義陣営との関係を

当面は犠
ぎ

牲
せい

にしても，まずアメリカをはじめとする西側の自由主義陣

営とだけ講和して，独立を回復するのがよいと判断した❶。

　1951（昭和26）年 ₉月 ₈日，サンフランシスコ平和条約が，日本と48

（→p.168）

（パンムンジョム）

講和への道

（→p.170）

❶野
や

党
とう

勢力は東側をも含めた「全
面講和」を主張し，政府の講和を
「単独講和」と呼んで対立した。

警察予備隊の発足　1950（昭和25）
年 ６ 月の朝鮮戦争の勃

ぼっ

発
ぱつ

にともな
い，マッカーサーの指示で８月に警
察予備隊令が公

こう

布
ふ

され，設置され
た。定員７ 万5000人。1952（昭和
2７）年に保

ほ

安
あん

隊
たい

と改称され，やがて
自
じ

衛
えい

隊
たい

となった。写真は，発
ほっ

足
そく

して
最初の新入隊員の朝礼の様子（上）
と，アメリカ軍から訓練を受ける様
子（左）。（毎日新聞社）

朝鮮特需　朝鮮戦争で破
は

損
そん

したア
メリカ軍機を，岐

ぎ

阜
ふ

の航空機工場で
修理している様子。（毎日新聞社）
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1734　独立の回復

カ国とのあいだで調印され❶，翌1952（昭和27）年 ₄ 月28日には条約が

発
はっ

効
こう

した。日本は足かけ ₇ 年におよんだ占
せん

領
りょう

から脱して主
しゅ

権
けん

を回復し，

国際社会に復
ふっ

帰
き

した。しかし，条約調
ちょう

印
いん

を拒否したソ連とのあいだで，

北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

問題が未解決なものとして残る一方❷，平和条約第 ₃ 条の規

定により沖
おき

縄
なわ

・小
お

笠
がさ

原
わら

は，引き続きアメリカの占領下におかれた。

　平和条約の調印と同じ日に，日米安全保
ほ

障
しょう

条約（安保条約）が結ばれ，

独立後も日本国内にアメリカ軍が駐
ちゅう

留
りゅう

を続け，「日本国の安全に寄
き

与
よ

」

することとされた。これに対し，国の安全保障を外国に頼るのは，独

立の名に値
あたい

するのかどうかという，強い反対論もあったが，1952（昭

和27）年に日米行
ぎょう

政
せい

協定が結ばれ，日本はアメリカ軍に基地（施
し

設
せつ

・区

域）を提供し，駐留軍経費を分担することとされた。

❶ソ連など ₃ カ国は，講和会議に
出席したが調印せず，インドおよ
びビルマ（現，ミャンマー）は出席
しなかった。中華人民共和国（北

ペ

京
キン

）と中華民国（台
タイ

北
ペイ

）は，ともに
会議にまねかれなかった。
❷日本は現在も，固有の領土であ
る国

くな

後
しり

島・択
えと

捉
ろふ

島・歯
はぼ

舞
まい

群島・色
しこ

丹
たん

島の ₄ 島の返還を，ロシアに求
めている。

（→p.181）

講和会議で演説する吉田首相（左）　演説草
そう

稿
こう

を記した巻
まき

紙
がみ

は，当時，現地の新聞で「トイ
レットペーパー」とからかわれた。（毎日新聞社）

駐米日本大使館にかかげられる日
にっ

章
しょう

旗
き

　ワシントンの日本大使館は，
日米開戦とともに閉

へい

鎖
さ

され，占領期
には連合国の対日政策を決定する
極
きょく

東
とう

委員会（→p.15７）がおかれてい
た。写真は，平和条約の発効により，
大使館のバルコニーに11年ぶりに日
章旗をかかげる大使館員。（毎日新
聞社）

サンフランシスコ平和条約による日本の領土
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尖
閣
諸
島

歯
舞
群
島
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▶日米安全保障条約
第一条　平和条約及びこの条約の効力発生と同時に，ア

メリカ合衆国の陸軍，空軍及び海軍を日本国内及びそ
の付近に配

はい

備
び

する権利を，日本国は許
きょ

与
よ

し，アメリカ
合衆国はこれを受

じゅ

諾
だく

する。この軍隊は，極東における
国際の平和と安全の維持に寄与し，……

第二条　第一条に掲
かか

げる権利が行
こう

使
し

される間は，日本国
は，アメリカ合衆国の事前の同意なくして，基地，基
地における若

も

しくは基地に関する権利，権力若しくは
権能，駐

ちゅう

兵
へい

若しくは演習の権利又
また

は陸軍，空軍若しく
は海軍の通過の権利を第三国に許与しない。

第三条　アメリカ合衆国の軍隊の日本国内及びその付近
における配備を規律する条件は，両政府間の行政協定
で決定する。 （﹃条約集﹄）

史料
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独立の回復

冷戦の始まりや朝鮮戦争は、アメリカを中心とする
の日本占領政策に大きな影響をおよぼした。

その変化に注目しながら、経済復興と日本独立への道をみてゆこう。

～

確認問題

年、世界平和を維持するため カ国で発足した国際機構を何というか。
年に、中国共産党によって樹立された国を何というか。

日本経済自立のため、 年 月に、 が予算の均衡、徴税強化・賃金
安定などの指示をおこなったが、これを何というか。
北緯 度線を境に南北に分立した国家のあいだで発生した戦争を何というか。
日本と連合国 カ国とのあいだで調印された平和条約を何というか。

年の平和条約調印と同じ日に調印され、日本国内とその周辺にアメリ
カ軍の駐留を認めた条約を何というか。

国際連合
中華人民共
和国
経済安定九
原則
朝鮮戦争
サンフラン
シスコ平和
条約
日米安全保
障条約

確認問題

国連の中心は安全保障理事会 安保理 で、五大国が常任理事国となり、それぞれ
が拒否権をもち、運営されるはずであった。

独立の回復▶ 戦後世界秩序の形成

国際連合の組織

国際連合の組織

次の資料は、講和問題に関する漫画である。①の人物は吉田茂で、②の人物は東
大総長の南原繁である。なぜ、南原繁は怒っているのか説明してみよう。

独立の回復

問いかけ

①

② 南原繁は全面講和を主
張していたが、吉田茂
が西側の自由主義陣営
とだけ講和して独立を
回復するのがよいと判
断したから。

日本国内では、戦後改革に動いているあいだ、世界では連合国により世界平和を
維持する機構として国際連合を発足させた。

独立の回復▶ 戦後世界秩序の形成

国際連合の発足

国際連合成立への道 サンフランシスコ会議

現代の日本史
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●戦後世界秩序の形成	

	 占領下にあって，日本が戦後改革に目を向けているあいだ，世界では戦後秩序の形成に

向けて新しい動きが始まっていた。枢軸諸国をうち破った連合国は，戦後も協力関係を保

ち，世界平和を維持するための機構として，1945年10月，国際連合(ＵＮ)を発足させた。

この国連の要をなす安全保障理事会(安保理)は，アメリカ・ソ連・中国・イギリス・フラ

ンスの五大国が常任理事国となって，それぞれが拒否権をもち，その協力一致によって運

営されるはずであった。	

	 戦後つくられるべき世界平和の維持を，社会・経済的な側面から支えるものとして，ア

メリカはイギリスの協力を得ながら，国際通貨基金(ＩＭＦ)・国際復興開発銀行(ＩＢＲ

Ｄ，世界銀行)の創設，関税及び貿易に関する一般協定(ＧＡＴＴ)①などからなる，国際

経済制度をつくり上げようとした②。	

●冷戦の始まり	

	 戦後まもなくヨーロッパでは，ドイツ問題の処理などをめぐって，アメリカをはじめと

する自由主義諸国からなる西側諸国とソ連を中心とする共産主義の東側諸国とのあいだに

亀裂が生じた。1947年，アメリカ大統領トルーマンは，ソ連「封じ込め」政策の必要性

を訴え(トルーマン=ドクトリン)，同年に発表した欧州復興援助計画(マーシャル=プラン)

に，東側諸国の参加も呼びかけた。しかし，結果的には西ヨーロッパだけを対象とするも

のになった。さらに1949年には，西側諸国の共同防衛組織として，北大西洋条約機構(Ｎ

ＡＴＯ)が結成された③。これに対抗して，ソ連は東ヨーロッパ諸国の結束を固め，1955年

にはソ連と東ヨーロッパ７カ国によるワルシャワ条約機構をつくり上げた。こうして世界

平和を維持する理想は崩れ，西側諸国と東側諸国との対立を特徴とする「冷戦」構造がで

き上がった。	

	 この間，アジア・太平洋地域では，戦時中に日本軍によっていったん敗退したヨーロッ

パ諸国が，戦後，ふたたび植民地支配者として戻ってこようとした。しかし，現地の独立

運動の高まりは，それを許さず，オランダ・イギリス・フランスなどの支配を脱した独立

国が，つぎつぎと成立していった④。	
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●❺イラスト JPEG

プリント作成などの際，ワンポ
イントで使える人物や建物等の
イラストを多数収録。

●❼史料  Word

教科書や図録などに掲載されているものを中心に，頻出する
史料文を口語訳と併せて収録しています。

●❻板書例・発問例・用語解説 Word

『教授資料 授業実践編』より，板書例・解説などを収録。

●❸地図・図版 JPEG

教科書に掲載されている地図や図版をすべて収録（写真除く）。
地図はカラーだけでなくモノクロでも収録されているので，
テストや授業プリントなどに貼りつけてのご使用が可能です。

●❹白地図 JPEG

各地域別の白地図を収録しています。

●❽年表 Excel

原始・古代から現代までの年表を収録しています。

●❶教科書データ Word

教科書の本文，注，写真キャプションといった文字情報の
ほか，地図や図版も収録しています。

●❿授業用Power Point教材 PowerPoint

※教科書ソフトCD-ROMとは別にDVD-ROMで収録

●❾デジタルブック PDF

教科書のレイアウトをそのままに，デジタルブック（PDF）とし
て収録しました。●❷準拠テスト例 Word

教科書準拠のテスト例を収録。Word形式なので授業の進
度に合わせて編集可能です。

教科書の本文や地図・図版といった教科書に掲載されているデータに加え，『教授資料 授業
実践編』より板書例や用語解説，テストやプリント作成に役立つイラストや白地図，年表，
準拠テスト例などの素材をCDに収録。さらに，操作方法などを説明した「教科書ソフト活用
ガイド」も収録しております。

対応機種　Windows 10/8.1
対応ソフト　 Microsoft Word 2013以上／Microsoft Excel 2013以上／ 

Microsoft Power Point 2013以上
対応ブラウザ　Internet Explorer Ver.11以上
本体価格：9,000円（税別）

●❶
●❸
●❺

●❾
●❼

●❷
●❹
●❻
●❽

日A314

商品番号：72-016

現代の日本史
改訂版

現代の日本史の教科書 ソフトが新しくなります

弊社発行の教科書・図録に掲載されている
図版（写真を除く）が収録されており，電子
黒板やプロジェクターで簡単に投影できま
す。

「サンフランシスコ平和条約」で検索すると
「現代の日本史」だけでは図版は1件ですが,
全検索を行うと15件の図版がヒット！
図録2冊でも6件しかなく，全検索の方が選
べる種類が多くなります。

・テーマごとに、まとまった内容。
・わかりやすいナレーション付き。
・動画についての詳しい解説書付き。

・当時の貴重なニュース映像で構成。
・迫力の映像が満載。
・動画についての詳しい解説書付き。

ムービー日本史 ニュースで見る日本史

何を学ぶかを明確に ポイントを絞った簡潔な文章
（改編自由） 図版や写真が知識を深める

＋

「サンフランシスコ平和条約」の授業で、 
ICTを活用して授業を展開してみる

テーマごとの確認問題 
→知識の定着

問いかけ 
→アクティブラーニングの導入にも使える

の内容がスライドで展開されます。

新機能

授業用 Power Point 教材
写真や地図など図版が多く含まれ，改編も
できる！※教科書ソフトに収録



日本史デジタル教材集
本体18,000円（税別）　商品番号：86-075　※指導書扱いにつき，教科書取扱い書店にご注文ください。

※単体でもご購入できます。

電子黒板・プロジェクター用
日本史正誤問題データ集 
先生用（Windows版CD-ROM）
本体25,000円（税別）　商品番号：86-069

拡大縮小や表示範囲
が自由自在！
これからの歴史授業
に必携のデジタル
Map

授業の導入に最適！
わかりやすいナレーション
詳しい解説書付

パソコンソフト

映像教材デジタル地図

山川デジタル歴史地図
本体35,000円（税別）　商品番号：86-079

地歴科ご担当の先生に必携のデジタル歴史地図。世紀ごとの世
界地図をメインMAPとし，そこから教科書や図録に収載の地図
への切り替えが可能。描画ツールを使って書き込みもでき，白
地図にも切り替えられる。

動く写真集
ムービー日本史 （全4巻）
本体各15,000円（税別）　商品番号：1巻87-026／2巻87-
027／3巻87-028／4巻87-062
高等学校のベストセラー教材「日本史写真集」全6巻・388項目の中
から特に必要度の高い138項目を厳選し，DVD4枚に収録。

藤原良房・基経は他氏族の勢力を退け、摂政・関白となって藤原
氏北家の勢力を拡大した。 

摂関政治▶1 藤原氏北家の台頭 

2 他氏排斥と北家の台頭 

藤原氏
北家 年代 他氏排斥事件 天皇 

良房 
842 承和の変→伴(大伴)健岑・橘逸勢を流罪 仁明 
858 清和天皇が即位→摂政に就任 

清和 
866 応天門の変→伴善男・紀豊城らを流罪 

基経 
884 光孝天皇を擁立→関白に就任 光孝 
888 阿衡の紛議→橘広相を処罰⇒関白の政治的地位を確立 宇多 

時平 901 昌泰の変→菅原道真を左遷(右大臣→大宰権帥) 醍醐 

藤原氏北家による他氏排斥 

日本は宋との国交を開かなかったが、博多に来航した宋の商人や
巡礼のために渡海した僧を通じて交流がおこなわれた。 

摂関政治▶3 遣唐使の停止と国際関係の変化 

3 宋(北宋)との交流 

成尋は渡航許可を得ないまま、1072年、 
宋商人の船に便乗して大陸にわたった。 

日本は宋との国交を開かなかったが、
博多に頻繁に来航する宋の商人との　
あいだで、活発な交易がおこなわれた。 

まとめと振り返り 

1.  藤原氏北家は皇室と姻戚関係を結び、他氏を排斥しながら摂政・関白
として地位を確立した。 

2.  摂関政治は、藤原氏の内部争いを経て、藤原道長・頼通父子の時に全
盛を迎えた。 

3.  菅原道真の進言で遣唐使は停止された。まもなく唐が滅んで東アジア
情勢は変化し、宋(北宋)との民間交流がおこなわれた。 

山川デジタル指導書の特長
●電子黒板やプロジェクターなどICT機器を使用した授業で使えるPowerPoint教材を収録。
●教科書・教授資料のデータやデジタル素材集などを活用してPowerPoint教材のカスタマイ
ズが可能。

●特典として，PowerPointの使い方を収録。教科書ソフト（別売り）やデジタル素材集とあわ
せて使うことでICT対応のオリジナル教材が容易に作成できる。

「山川日本史教科書全5冊」の特長
●弊社発行の日本史教科書全5冊に加え，2冊の図録より，
写真を除くすべての地図，系図，年表，グラフ，イラ
スト等の図版や資料を収録。

●教科書の章立てだけでなく，キーワード検索が可能で，
授業準備や授業中でもパソコンの画面上で簡単にセレ
クト・保存ができる。先生方のイメージする画像を使っ
た授業を強力にサポート。

●パソコン画面上で拡大・縮小も簡単にでき，強調した
い部分の投影も可能。

●教室の後方からでも，十分鮮明な画像が得られる解像度。
●画像データは，プリント作成にも使用可能。

日本史デジタル指導書（日本史A・B共通）

NEW
日本史デジタル素材集 ※単体でもご購入できます。
本体20,000円（税別）　商品番号：87-066　

3つのポイント
❶PowerPoint板書例（104のテーマ，1200以上のス
ライド）をご用意

❷短くまとめたエッセンスでポイントが一目瞭然
❸動画や教授資料等の教材も充実

3つのポイント
❶定評ある教科書と図録から，約2,600点を収録
❷教科書，キーワードなどから簡単に検索できる
❸画質の鮮明さにこだわり，遠くからでもよく見える

内容（日本史A・B共通）
①PDFデータ
・教科書改訂版5点
・教授資料『授業実践編』改訂版5点 
（詳説日本史〈日B309〉・高校日本史〈日B314〉・新日本史〈日
B315〉・日本史A〈日A311〉・現代の日本史〈日A314〉）

・教授資料「研究編」
②授業用PowerPoint教材
・104テーマ（スライド1200以上）
・特典（PowerPointの使い方）　 

1ランク上の「PowerPoint資料作成術」／ PowerPointで鍛える
歴史の「論理思考」
③デジタルMovie（24点）
④黒板投影用デジタル白地図

3つのポイント
❶かんたんな操作性を実現
❷利用シーンに応じたオリジナ
ル教材がつくれる

❸復習用の演習プリントの
ほか，実践的な入試対策
としても使える

2015年までの大学入試に出題さ
れた過去7年間分の正誤問題を集
めて収録。様々な条件での抽出は
もちろん，詳説日本史（日B309）の
章・節からの抽出やキーワードで
の検索も可能です。
※対応機種：Windows 8.1，10
［抽出条件］
・出題年度
・時代区分　「原始・古代／中世／近
世／近代・現代／総合」

・難易度　「基礎／標準／発展」
・分野　「政治・外交／経済・社会／
文化／総合」

・章・節　詳説日本史の章・節

日本史A・B共通
【教科書】  日本史A：現代の日本史（日A314）・日本史A（日A311）

 日本史B：詳説日本史（日B309）・新日本史（日B315）・高
校日本史（日B314）

【図録】詳説日本史図録／ビジュアル版日本史図録

デジタル素材活用の，
あらゆる
授業スタイルに対応！

おなじみの
正誤問題集が
最新バージョンで
登場！

探していた
素材が
すぐ見つかる！
すぐ使える！

本体38,000円（税別）　商品番号：86-073　※デジタル教材集とデジタル素材集とのセット販売になります。

機能一覧
・新規作成機能
・問題保存機能
・保存問題読み込み機能
・選択肢シャッフル機能
・問題の抽出条件選択機能
・問題のフリーワード検索機能
・抽出問題数設定機能
・抽出された問題の編集機能
・抽出された問題の全文コピー機能
・ ヘッダー，解答欄，氏名欄の自動
作成機能
・出題された大学・学部の表示機能

難しい操作ではなく，利用シー
ンに応じたテスト問題作成を簡
単な操作性で実現し，先生方の
作業負荷を軽減いたします。復
習用の演習プリント作成だけで
なく，入試対策教材としてもご
活用いただけます。
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●新日本史

伊藤 之雄（いとう・ゆきお）

京都大学名誉教授

日本近代史

●詳説日本史
●高校日本史

坂上 康俊（さかうえ・やすとし）

九州大学教授

日本古代史

●詳説日本史
●高校日本史
●日本史Ａ

高埜 利彦（たかの・としひこ）

学習院大学名誉教授

日本近世史
●詳説日本史
●高校日本史

桜井 英治（さくらい・えいじ）

東京大学教授

日本中世史

●新日本史

藤田 覚（ふじた・さとる）

東京大学名誉教授

日本近世史

●詳説日本史
●高校日本史

笹山 晴生（ささやま・はるお）

東京大学名誉教授

日本古代史

●現代の日本史

鳥海 靖（とりうみ・やすし）

東京大学名誉教授

日本近代史

●現代の日本史

三谷 博（みたに・ひろし）

跡見学園女子大学教授

日本近世・近代史

●高校日本史

荒井 晴夫（あらい・はるお）

前埼玉県立岩槻高等学校長

歴史教育
●詳説日本史
●高校日本史

佐藤 信（さとう・まこと）

東京大学名誉教授

日本古代史

●現代の日本史

塩出 浩之（しおで・ひろゆき）

京都大学准教授

日本近代史

●詳説日本史

中家 健（なかいえ・たけし）

東京都立小石川中等教育学校教諭

日本史教育

●詳説日本史
●高校日本史

吉田 伸之（よしだ・のぶゆき）

東京大学名誉教授

日本近世史

●詳説日本史

白石 太一郎（しらいし・たいちろう）

国立歴史民俗博物館名誉教授

考古学

●詳説日本史

中里 裕司（なかざと・ひろし）

前東京都立日比谷高等学校教諭

日本近代史

●現代の日本史

中村 尚史（なかむら・なおふみ）

東京大学教授

日本近代史・経済史
●現代の日本史

渡邉 昭夫（わたなべ・あきお）

東京大学名誉教授

日本現代史・国際関係

●詳説日本史
●高校日本史
●日本史Ａ

鈴木 淳（すずき・じゅん）

東京大学教授

日本近代史
●新日本史

大津 透（おおつ・とおる）

東京大学教授

日本古代史

●新日本史

久留島 典子（くるしま・のりこ）

東京大学教授

日本中世史

●詳説日本史
●高校日本史

五味 文彦（ごみ・ふみひこ）

東京大学名誉教授

日本中世史

●日本史Ａ

斉藤 真幸（さいとう・まさき）

群馬県立前橋女子高等学校教諭

日本近代史

●高校日本史

早乙女 雅博（さおとめ・まさひろ）

東京大学名誉教授

考古学

●日本史A

野﨑 雅秀（のざき・まさひで）

東京大学教育学部附属中等教育学校教諭

日本近代史・歴史教育

●詳説日本史
●高校日本史
●日本史A

老川 慶喜（おいかわ・よしのぶ）

跡見学園女子大学教授

日本近代史

●詳説日本史
●高校日本史
●日本史Ａ

加藤 陽子（かとう・ようこ）

東京大学教授

日本近代史

●詳説日本史

高橋 典幸（たかはし・のりゆき）

東京大学准教授

日本中世史

●日本史Ａ

高村 直助（たかむら・なおすけ）

東京大学名誉教授

日本近代史

●詳説日本史

牧原 成征（まきはら・しげゆき）

東京大学准教授

日本近世史

教科書一覧

著作者・ 
編集協力者
（ 2020年 3月現在，五十音順）

日本史 A B

A B
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〒 101-0047 東京都千代田区内神田 1-13-13
TEL 03-3293-8131   FAX 03-3292-6469

http://www.ninomiyashoten.co.jp/
https://www.yamakawa.co.jp/
※ホームページにも詳しい情報が掲載されています。是非ご覧下さい。

令和3年度は新刊教科書を刊行いたしませんので，本年度は教科書見本本をお送りいたしておりません。教
科書調査研究のための既刊本の送付は，採択権者から各都道府県教育委員会もしくは教科書協会へのご依頼
により，一部を上限として可能です。ただし，文科省が定めた条件にそぐわない等によりご依頼に応じるこ
とができないこともございます。
お問い合わせは，各都道府県教育委員会までお願いします。

〒 101-0047 東京都千代田区内神田 1-12-6 大森内神田ビル 2F
TEL 03-5244-5850   FAX 03-5244-5963

令和3年度用教科書
世界史

日本史

公民 地理

世界史 A

日本史 A

現代社会 倫理 政治・経済
地理 A 地理 B

日本史 B

世界史 B
現代の世界史

日本史A

現代社会

現代の日本史

現代の倫理 詳説政治・経済 基本地理A 新編詳解地理B

詳説日本史 新日本史 高校日本史

世界の歴史 要説世界史 詳説世界史 新世界史 高校世界史

改訂版　世 A315

改訂版　日 A311

改訂版　現社 323

改訂版　日 A314

改訂版　倫理 309 改訂版　政経 316
地 A309 改訂版　地 B305

改訂版　日 B309 改訂版　日 B315 改訂版　日 B314

改訂版　世 A316 改訂版　世 A318 改訂版　世 B310 改訂版　世 B313 改訂版　世 B314
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